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え

ts 

~ 

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
は
、
周
知
の
と
お
り
、

一
八
八

0
年
代
か
ら
独
占
資
本
主
義
段
階
に
は
い
っ
て
お
り
、
石
油
・
鉄
鋼
を
は
じ
め
、

当
時
の
代
表
的
な
産
業
部
門
に
は
世
界
的
立
}
ラ
見
ト
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
ロ
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
経
済
全
体
を
碑
脱
す
る
そ
ル
ガ
ペ

ク

l

y
・
レ
イ
プ
な
ど
も
金
融
資
本
へ
の
成
長
の
地
歩
を
か
た
め
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
、

¥ 

こ
の
よ
う
な
独
占
資
本
キ
義
段
階
の
さ
な
か
に
生
れ
た
自
動
車
工
業
部
門
は
、
資
本
主
義
的
に
早
く
か
ら
開
発
さ
れ
た
部
門
、
あ
る
い

は
す
で
に
部
門
と
し
て
独
占
構
造
に
発
展
し
て
い
た
産
業
部
門
に
く
ら
べ
る
と
、
ま
さ
に
後
進
産
業
部
門
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
実
、

ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
工
業
の
発
牛
は
、
せ
い
ぜ
い
一
八
九
0
年
代
い
ぜ
ん
に
は
さ
か
の
ぼ
り
え
な
い
。
そ
し
て
今
世
紀
は
じ
め
ま
で
は
典

型
的
な
競
争
構
造
を
示
し
て
い
た
の
で
あ

L
o
し
か
る
に
、
そ
の
自
動
車
工
業
部
門
に
お
い
て
、
一
個
別
資
本
が
独
占
的
政
策
を
強
行
し

て
、
部
門
独
占
を
策
し
た
事
件
が
あ
る
。
一
九

O
O年
に
は
じ
ま
る
セ
ル
デ
ソ
特
前
権
を
武
器
と
し
た
W
・
c・
ホ
ィ
ヅ
}
ユ

I
(
当
日
E
E

門
司
E
E
4
)
1巴
2
5
n
〈
各
国
己
σ
円
。

の
動
き
が
そ
れ
だ
。

ω
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
自
晶
車
ド
ム
業
の
生
成
過
程
」
昭
和
三
一
七
年
六
月
(
経
済
胡
設
第
八
九
巻
第
六
号
所
収
)
。

」
の
事
件
は
次
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
か
ら
始
ま
る
。



ガ
ソ
リ

γ
白
動
車
の
基
礎
構
造
に
関
す
る
特
許
権
を
、

G
・
B
-
セ
ル
テ
ン

録
し
、
た

U

こ
れ
を
、
当
時
、
電
気
自
動
車
を
生
産
し
、
タ
ク
シ
ー
業
主
で
独
占
的
に
経
賞
し
て
い
た

(
の
の
。
円
閣
の
回
巳
ハ
7
2ロ
叩
巳
常
ロ
)
が
一
八
九
五
年
に
登

何

-oZロ
ロ
〈
の

E
己
σ
口
c
が
一
八

九
九
年
の
幕
に
買
収
し
た
。
同
社
は

FZι
門
阿
佐
ト
ラ
ス
ト
と
称
さ
れ
、

ホ
ィ
y

ト
ニ

l
の
資
本
支
配
下
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
自
動
車
出
現
当
初
の
寵
児
で
あ
っ
た
電
気
自
動
車
も
、

す
で
に
電
気
業
界
に
確
乎
た
る
地
位
を
占
め
て
い
た

w
・C

ユ

γ
ジ
ン
の
改
良
に
よ
る

新
し
い
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
の
登
場
に
よ
っ
て
、
次
第
に
需
要
減
退
の
き
ざ
し
を
み
せ
た
ν

こ
の
た
め
一
八
九
九
年
夏
ご
ろ
か
ら
同
社
の
莱

績
は
悪
化
の
一
途
壱
た
ど
っ
た
。

が
ん
ら
い
独
占
的
事
業
意
欲
の
強

ν
w
・
c-
ホ
ィ
ッ
ト
ニ

1
は
、
事
態
を
救
済
す
る
だ
け
で
在
く
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
、
ガ
ゾ
リ
γ

自
動
車
を
ふ
く
め
た
全
自
動
車
工
業
の
独
占
的
支
配
を
企
図
し
た
の
で
あ
る
。
戦
端
は
、
ま
ず
当
時
最
大
の
メ
ー
カ
ー
当
日
吉
ロ
冨

O
Z叶

h
p
H
2
P
明
。
門
。
}
と
部
品
メ
ー
カ
ー
の
代
表
出
口
出
巳

o
o
E
E
0
5
冨

2
2
円。

を
、
セ
ル
デ

γ
特
許
権
侵
害
で
告
訴
し
た
こ
と
に
よ
っ

C
日
冶

L
t

T
n
v
v
o
t
f
 
一
九

0
0年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
業
界
は
大
恐
慌
を
き
た
し
た
。
業
界
は
、
あ
げ
て
防
戦
に
あ
た
っ
た
が
、
同
年
一

一
月
の
第
一
審
の
結
果
は
不
幸
に

も
敗
訴
に
帰
し
た
。
業
界
側
は
翌
一
九

O
一
年
二
月
に
控
訴
し
た
が
審
理
は
長
び
き
、

一
一
月
に

4
5吉
田
昌
♀

2
2
5問
問
。
円
。

一
九

O
二
年
秋
に
は
業
界
側
の
体
制
が
く
ず
れ
て
、

は
控
訴
を
と
り
さ
げ
、
調
停
交
渉
に
は
い
っ
た
。

本
稿
は
こ
の
事
件
に
関
す
る
そ
れ
い
ご
の
推
移
壱
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

ω
M
O
E
9
5
Z己
E
P
〉

出

E
Z弓
O同
〉
自
耳
目

S
E
g
a
m
-
E耳
〕

F4VOKMmo
。z
a
E
Oロ
(
P
Z
S
F
M旬、
F
H
U
G
N
)
・
司
】
嵩

帥
詳
細
は
、
抽
楠
「
セ
ル
デ
ゾ
特
許
と
四
百
可
H
0
4
0
F
n
F
n

。L

昭
和
三
八
年
=
一
月
(
前
掲
詰
第
九
一
巻
第
三
号
所
収
)
を
参
附
さ
れ
た
い
。

こ
の
事
件
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
わ
た
く
し
は
、
根
底
に
、
次
の
よ
う
な
問
題
を
設
定
し
た
。
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四
巻

き

第

号

互E
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お
よ
そ
資
本
主
義
に
お
け
る
不
均
等
発
展
は
、
独
占
資
本
主
義
段
階
に
お
い
て
、

一
層
す
る
ど
い
形
で
あ
ら
わ
れ
る

G

そ
し
て
競
争
段

階
か
ら
独
占
段
階
へ
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
産
業
部
門
聞
の
不
均
等
発
展
は
、
独
占
構
造
的
部
門
と
非
独
占
構
造
的
部
門
の

併
存
と
い
う
形
態
を
と
る
。
し
か
も
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
い
ち
早
く
独
占
構
造
を
形
成
し
た
産
業
部
門
は
、

ア
メ
リ
カ
の
産
業
発
展
史
の
上
か
ら
は
、
む
し
ろ
後
進
産
業
部
門
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
点
に
着
目
す
る
と
き
、
独
占
形
成
の
契
機
告
、
先
進
産
業
部
門
と
後
進
産
業
部
門
と
の
閑
の
資
本
的
対
抗
関
係
に
も
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
独
占
形
成
の
原
動
因
壱
、
単
に
同
一
部
門
な
り
、
関
連
部
門
な
り
の
資
本
的
対
抗
関
係

に
の
み
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
先
進
、
後
進
部
門
聞
の
資
本
的
対
抗
関
係
の
な
か
に
も
見
い
だ
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
の
で
あ
る
。

判
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
産
業
革
命
は
、
ま
ず
紡
績
士
業
部
門
に
起
っ
た
。
ぞ
れ
は
、
一
七
九
O
年、

S

ス
ν
イ
タ

1

3凶
自
己
巴
凹

-
E
2〕
が
、

M
・
フ
ラ
ウ
γ

(
V
向。
mmω

回
目
看
ロ
)
と
W

ア
ル
ミ

I
(唱
口
戸
別
自
〉
】

E
Z
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ヲ
ソ
ド
の
ポ
ウ
ト
ケ
ッ

l

(
岡
山
富
E
n
p
E
C
で

紡
績
工
場
を
設
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
同
工
場
は
イ
ギ
リ
ス
の
ハ

l
グ
リ
ヴ
ス
、
ア
ク
ラ
イ
ト
の
工
場
壱
モ
デ
ル
に
し
た
》
一
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
製
靴
、

製
鉄
、
食
品
、
農
機
具
部
門
な
ど
に
伝
播
し
た
ロ
一
八
五
九
年
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
八
大
産
業
は
、
製
粉
、
木
綿
製
品
、
木
材
、
靴
、
衣
料
、
皮
革
、
齢
製
品
、
羊
毛

製
品
で
あ
っ
た
。
ロ

E
巳色

F

問
。
自
目
白
日
除
円
台
司
骨
』
O
B
P
A華町、
N
E
S
同
E
E吉
川
町
同
E
吉
号

u
E日

0

・
2
Y
5
4
l
a
u
臼
叶
お
よ
び
尾
上
一
雄

「
ア
メ
リ
カ
経
済
史
L

昭
和
三
二
年
、
四
三
五
九
五
参
照
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
独
占
形
成
の
そ
メ
Y

ト
と
し
て
の
先
進
、
後
進
産
業
部
門
聞
の
資
本
的
対
抗
関
係
は
、
独
占
資
本
主
義
段
階
に
は
い

っ
て
か
ら
も
依
然
と
し
て
作
用
す
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
自
動
車
工
業
部
門
の
発
展
過
程
に
、
わ
た
く
し
は
そ
の
典
型
の
一
つ
を
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
問
題
の
解
明
に
は
、
さ
ら
に
精
密
な
検
証
と
吟
味
が
必
要
で
あ
り
、
少
く
と
も
、
経
済
構
造
と
産
業
構
造
の
関
係
、
先
進

産
業
部
門
と
後
進
産
業
部
門
の
関
係
、
そ
し
て
こ
れ
に
関
す
る
資
本
関
係
の
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。



だ
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
本
稿
で
は
、
経
済
構
造
と
産
業
部
門
構
造
の
関
係
に
つ
い
て
、
独
占
資
本
主
義
段
階
に
う
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ
臼

動
車
工
業
の
、
そ
の
発
展
史
の
初
期
に
あ
ら
わ
れ
た
セ
ル
デ
Y
特
許
事
件
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
し
て
、
自
動
車
工
業
部
門
が
も
っ
て
い
た

競
争
構
造
と
、
そ
の
な
か
の
個
別
資
本
が
と
η

た
独
占
的
政
策
の
異
質
性
が
、
ど
の
よ
う
に
対
決
し
あ
っ
た
か
壱
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め

の
ケ
ー
ス
分
析
壱
こ
こ
ろ
み
た
の
で
あ
る
。

交
渉
経
過

E
A
L
A
M
の
結
成

セ
ル
デ
ン
特
許
権
を
武
器
と
し
て
先
制
攻
撃
を
か
け
た

開
-on片片岡の

40rHnHO
円。

の
ま
え
に

4
4
】ロ件。ロ

FHO汁。】司門戸片岡
1HO四
⑦
円
。

は
屈
服
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
自
動
車
業
界
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
セ
ル
デ
ー
特
許
権
が
、
法
的
に
保
証

さ
れ
た
以
上
、
こ
れ
を
回
避
す
る
こ
と
は
、
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
の
生
産
壱
中
止
し
て
、
電
気
自
動
車
な
り
蒸
気
自
動
車
へ
の
転
換
を
い
み

ガ
ソ
リ
ソ
自
動
車
の
優
秀
性
は
す
で
に
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
し

し
て
い
た
。
し
か
も
試
作
研
究
期
を
経
た
こ
の
時
期
に
は
、

た
が
っ
て
、
開
-
o
E
H
R
4
σ
E乙
の
円
。

の
挑
戦
に
対
し
て
、

業
者
は
、

妥
協
か
死
か
、

二
者
択
一
を
せ
ま
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
大
勢
は

妥
協
の
方
向
に
傾
い
た
の
で
あ
る
。

川
自
動
車
の
動
力
と
し
て
、
蒸
気
、
電
気
、
ガ
ソ
リ
ン
の
一
一
一
者
が
、
『
初
の
研
究
課
題
で
あ
り
た
。
だ
が
、
一
九
υ
O午
噴
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン
・
エ
ン
ジ
ソ
の
有
効
性
が

み
F
め
ら
れ
、
需
要
も
電
気
自
動
車
か
ら
ガ
ソ
リ
γ
閉
動
車
へ
移
り
つ
つ
あ
っ
た
(
前
掲
拙
楠
「
牛
昨
過
程
」
参
照
)
。
生
産
比
率
は
、
一
九
O
五
年
で
は
、
ガ
ソ
リ
γ

車
八
六
・
二
%
、
蒸
気
車
七
二
%
、
電
気
事
六
六
%
と
い
わ
れ
る
(
耳
目
B
S
H
O
E
-
足
。
君
、
。
町
、
。
諸
事
、
P
E
E
W
E
E
-
u
E
Y

の
係
争
に
期
待
を
か
け
て
い
た
業
界
側
は
、
そ
の
係
争
の
終
結
K
よ
っ
て
、
急
拠
妥
協
交
渉
の
体

制
を
た
て
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
そ
乙
で
、
中
西
部
の
一

O
社
は
、
可
宮
}
E
E
居。

Z
H
円
日
円
。

者
百
件
。
ロ
冨

2
2
円
E
H
H印
問
。
円
。

の
H
・
B

・
ジ
」
沼
イ
(
出
。
ロ
3
、
出

A
L
A
M
対
フ
ォ
ー
ド
臼
動
車
今
ム
社

第
九
十
回
世

五

第

号

五



A
L
A
M
対
フ
ォ
ー
ド
目
品
車
会
社

第
礼
十
四
巻

五

第
一
号

五

同

0
4
)

と、

O
E
m
冨
♀
。
門
戸
司
。
同
戸
内
ω

の
F
・
L
・
ス
ミ
ス

(
-
J

。ι
0
2
σ
F
m
E
H
F
)
を
代
表
と
す
る
交
渉
団
体
冨

m
w
E
U江
戸
目
2-

冨
旦
ロ
己

P
E
E
(
M
M
A
)
を
結
成
し
た
。

そ
し
て
一
九

O
三
午
一
月
二
日
か
ら
同
Z
Eコ
わ
〈
∞

znr
円。

の
社
長
G
-
H
・
デ
イ

(の
0
0
認
。
出
口

Z)
と
特
許
使
用
に
関
す
る
突
渉
壱
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

同
そ
の
他
の
全
社
は
此
の
八
社
で
あ
っ
た
。
司
自
ユ
ぬ
臣
、
〉
正
O
B
F
的

E
R
V
E
o
Zヨ
閏

M3MmmKM2uoz。P
阿国。
MF
咽
百
円

0・〉
Huuo目
。
口
出
S
F
F。
ni

o自
o
E
F
(色。・

MV
自
)
。

さ
て
、
所
期
の
目
的
達
成
を
目
前
に
ひ
か
え
た
W
・

c
・
ホ
ィ
ヴ
ト
ニ

l
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
強
気
で
交
渉
に
の
ぞ
も
う
と
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
名
目
的
で
は
あ
れ

E
2
z
n
〈

σ
Z
o
r
n
o

ち
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
同
、
当
時
の
自
動
車
業
は
、
組
立
が
主
要
業
務
で
あ
っ
て
、
部
品
メ
ー
カ
ー
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
双
方
か
ら
金
融

の
社
長
G
・
H
・
デ
イ
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
。

す
な
わ

的
便
宜
を
得
て
お
り
、
新
規
開
業
は
き
わ
め
て
容
易
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
不
健
全
な
会
社
が
乱
立
し
、
白
動
車
業
界
の
将
来
の
た
め

に
憂
慮
す
べ
き
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
G
・

H
・
デ
イ
は
、
セ
ル
デ

y
特
許
を
利
用
し
て
、
起
業
規
制
を
は
か
り
、
業
界

の
安
定
化
を
策
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
彼
は
、

一
九
世
紀
な
か
ば
に
、

ミ
シ

y
業
者
の
聞
に
特
許
。
フ

l
ル
制
が
つ
く
ら
れ
、
業
界
の

安
定
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
先
例
に
な
ら
っ
て
、
セ
ル
デ
γ
特
許
壱
中
被
と
し
た
自
動
車
工
業
の
特
許

0

ア
ー
ル
機
構
の
結
成
を
計

画
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

w
・
c
-
ホ
ィ
ッ
ト
エ

1
は
、
セ
ル
デ
γ
特
許
の
使
用
許
可
に
は
、

一
般
的
特
許
使
用
許
可
制
を
考
え
て
い
た

が、

G
・
H
・
デ
イ
は
、
制
限
的
特
許
使
用
許
可
制
を
主
張
し
た
。
い
わ
ば
、
業
界
の
過
当
競
争
を
排
除
す
る
た
め
に
、
特
許
の
使
用
許

可
を
認
め
る
べ
く
資
格
制
限
壱
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

G
・
H
・
デ
イ
の
考
え
方
が
、
そ
の
後
の
交
渉
と

A
L
A
M
の

結
成
に
つ
い
て
、
終
始
リ
ー
ダ
ー

γ
ヅ
プ
を
と
っ
た
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

帥
前
掲
川
和
「
セ
ル
デ
〆
特
許
と
開
-onqお
〈
岳

E
o
n
。
」
を
参
照
さ
れ
た
い
白



(4) 

4
q
9
0
0回
目
。
民
二
忠
弘
司
H
V
・
宮

交
渉
の
当
初
、

巳
宮
可
E
J
F
E
n
-
o
側
は
、

w
・
c
・
ホ
ィ
ヅ
ト
一
一
ー
の
意
向
に
よ
り
、

小
売
価
格
の
五
%
を
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
!
と

し
て
支
払
う
べ
き
こ
と
を
要
求
し
た
。
だ
が
、
す
で
に
同
祉
の
業
績
不
振
を
知
っ
て
い
た
M
M
A
側
は
、
強
気
一
点
張
り
で
交
渉
に
の
ぞ

み

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
は

0
・
五
%
に
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
交
渉
は
難
航
し
た
c

そ
こ
で
、

M
M
A
側
は
、
同
年
二
月
、
各
社
二
五

0
0
ド
ル
の
闘
争
資
金
を
積
み
た
て
て
、
強
引
な
交
渉
運
び
に
で
る
こ
と
に
し
た
。

一
時
中
絶
さ
れ
て
い
た
交
渉
は
、
三
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
自
動
車
シ
ョ
ー
の
際
に
再
開
さ
れ
た
。

ζ

の
交
捗
で
、

M
M
A
側
は
、
相
手

側
が
条
件
に
つ
い
て
弾
力
性
を
も
た
な
い
か
ぎ
り
、
交
渉
を
う
ち
き
っ
て
、
ふ
た
た
び
法
廷
闘
争
を
継
続
す
る
態
度
を
し
め
し
た
。
業
績

悪
化
に
よ
っ
て
、
資
金
能
力
の
村
渇
し
て
い
た
何
百
♀
ロ
ロ

4
0
E
月

Z
側
は
、
こ
の
強
気
な
要
求
の
ま
え
に
、

M
M
A
側
の
新
提
案
を
承

認
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
妥
結
条
件
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
∞
μ
イ
ャ
ル
テ
ィ
ー
は
小
売
価
格
の
一
・
二
五
%
と
し
、
そ
の

う
ち
、

0
・
七
五
%
を
巴
2
5
n
〈
o
F
E
r
n。
が
収
垣
市
、

残
り

0
・
五
%
は
M
M
A
へ
還
元
す
る
こ
と
。
川
刷
、
」
の
協
定
に
参
加
す
る

会
社
に
よ
っ
て
、

新
た
に
〉
担
。
口
E
Z
ロ
丘

F
R
Oロ
宮
内
同
〉
旦
。
E
C
E
Z
冨
笹
口
丘
R
E
H
O
E
(
A
L
A
M
)
を
結
成
し
、

許
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
を
許
可
す
る
者
、
お
よ
び
不
当
使
用
と
し
て
告
訴
す
へ
き
者
を
、

A
L
A
M
が
決
定
す
あ
o

そ
し
て
、
三
月
三
目
、

M
M
A
と

巴
0

2
口
の
〈
o
E
n
『
円
。

セ
ル
デ

Y
特

の
間
に
協
定
締
結
の
調
印
が
な
さ
れ
、

つ
い
で
三
月
五
目
、

M
M
A
は

解
散
し
、
改
め
て
A
L
A
M
結
成
の
調
印
が
加
盟
一

O
社
の
問
で
な
さ
れ
た
。

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
き
め
ら
れ
た
。

ま
ず
、

M
M
A
へ
還
元
さ
れ
る

0
・
五
%
分
は
A
L
A
M
が
継
承
し
、
加
盟
会
社
の
既
出
訴
訟
費
用
の
弁
済
と
、
自
動
車
工
業
発
展
の

た
め
の
サ

1
ず
ィ

λ
資
金
と
し
て
使
用
す
る
。
ま
た
、

開-伐の仲口。

JhOF--o
円。

の
取
得
分

0
・
也
五
%
は
、
う
ち

0
・
五
%
を
同
社

A
L
A
M対
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
会
社

第
九
十
四
世

五

第
一
号

主



A
L
A
M対
フ
ォ
ド
白
動
車
会
札

第
九
十
四
巻

五
回

舘

号

右
四

の
取
得
と
し
、
残
り

0
・
二
五
%
壱
、
特
許
発
明
者
た
る

G
・
B
・
セ
ル
デ
ン
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、

G
・
B
-
セ
ル

デ
ン
の
取
得
分
の
う
ち
半
分
は
、
私
的
契
約
に
よ
っ
て
、

G
-
H
・
デ
イ
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

山
川

a
o
-
-
E
W
E
g
t
E
・

同

島
0

・
u
z

な
お
、
こ
の
係
争
の
焦
点
に
た
っ
た
司
自
吉
ロ
冨

2
2
P司
臣
官
円
。

は
、
そ
の
裁
判
費
用
を
巴

2
言
。
〈

o
F
Z⑦
円
。
が
自
社

の
収
得
分
か
ら
払
戻
す
ζ

と
を
承
諾
し
た
の
で
、
三
月
九
日
に

A
L
A
M
加
盟
の
調
印
を
し
た
。

」
れ
に
な
ら
っ
て
、
告
訴
さ
れ
て
い
た

国
C
同

pzmmω
。目。ロ

OHF円。
45叶
円
。

の
で
あ
る
。
巳

2
E。
4
0
F
月
『
円
。
が
払
戻
し
た
裁
判
費
用
総
額
は
、

そ
の
他
の
会
社
も
、
裁
判
費
用
の
払
戻
し
壱
う
け
る
こ
と
に
な
り
、
同
時
に

A
L
A
M
へ
加
盟
し
た

五
万
一

0
0
0ド
ル
を
上
廻
っ
た
。

何
回
目
言
。

4
0
F
E
o
n
o
が
払
戻
し
た
裁
判
費
用
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
当
日
Z
ロ
四
万
三
二
七
八
ド
ペ
図
書
記
ω
〉也句作品。ロ一一一一一

0
0ドル、

〉
E
Z同
時
二
二

0
0ド
ル
、
国
民
自
己
O

の
go-go
一O
の

σド
ル
、
可
問
。
E
E
T
5
0ド
ル
、
肘
同
叶
宮
自
白
ω
江

0
ド
ル
、
印
自
国
内
vhF
宮
島
『
吋
一
五

0
0ド
ル
、
計
五
万
一
五
二
八
ド
ル

(
E
U
富')。旬。
E
回

E
0・
K
A
2
2
2
0言
g
E
"な
号
室
長
Z
3
3
E
E
-
E
3
4・
参
照
。

さ
て
、
こ
の
事
件
の
経
過
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
。

い
ま
仮
り
に
、

w
・

c
-
ホ
ィ
ッ
ト
ニ

l
の
要
求
ど
お
り
、
五
%
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
が
承
認
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
ご
の
自
動
車
生
産

が
、
現
存
資
料
ど
お
り
に
お
一
」
な
わ
れ
た
と
し
よ
う
。
彼
が
セ
ル
デ
ン
特
許
権
を
行
使
し
う
る
一
九

0
0年
か
ら
、
同
特
許
期
限
満
了
の

一
九
一
二
年
に
い
た
る
聞
の
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
自
動
車
販
売
額
は
、
約
一
四
億
ド
ル
で
あ
る
。
だ
か
ら
概
算
七

0
0
0万
ド
ル
が
彼
の

懐
中
に
は
い
る
わ
け
だ
。
ま
た
、

一
九
一

O
年
ま
で
と
し
て
も
、
七
億
八
五

O
O万
ド
ル
の
販
売
額
に
対
し
て
二
九

O
O万
ド
ル
の
ロ
イ

ヤ
ル
テ
ィ

l
収
入
が
あ
る
計
算
に
な
る
。
ち
ょ
う
ど
、

w
・

c
・
ア
ュ
一
ブ
Y

(
者
三
E
E
C
O唱
。
り

5
2
3
が
G
・
M
設
立
の
た
め
に

一
九

O
八
年
か
ら
-
九
一

O
年
に
買
収
し
た
会
社
の
総
純
資
産
は
一
三

O
O万
ド
ル
(
二
五
社
)
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
発
行
し
た
株
式



総
額
は
二
五

O
O万
ド
ル
で
あ
っ

h
o
こ
れ
と
比
較
考
量
す
る
と
き
、

w
・
c
-
ホ
ィ
ッ
ト

z
l
の
企
図
と
意
欲
の
ほ
ど
を
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
事
態
は
前
記
の
よ
う
な
結
末
を
つ
げ
、
つ
い
に
巴

R
E
o
d各
円

宮

門
O

は
一
九

O
七
年
に
倒
産
し
た
。
そ
し
て

一
九

O
二
一
年
か
ら
一
九

O
七
年
ま
で
に
支
払
わ
れ
た
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
の
実
額
は
、
総
額
一
八
九
万
ド
ル
、

G
・
B
・
セ
ル
デ
ン
は
三
九

は
六
八
万
ド
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
収
得
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た

Q

万
ド
ル
、
開
E
n
可戸内

d
F

よ
E
H
O
E
円。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
当
初
、
自
動
車
業
界
の
独
占
的
支
配
を
企
図
し
て
演
出
さ
れ
た
セ
ル
デ
ン
特
許
事
件
は
、
文
字
ど
お
り
詑
頭
蛇
尾

に
お
わ
っ
た
。
わ
た
く
し
は
、
そ
こ
に
当
時
の
自
動
車
工
業
部
門
が
在
っ
て
い
た
競
争
構
造
の
特
質
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
解
釈

す
る
の
だ
が
、
そ
の
説
明
は
あ
と
に
ま
わ
し
て
、
事
件
の
そ
の
後
の
発
展
を
な
が
め
る
こ
と
に
す
る
。

計

A
L
A
M対
ア
ォ
l
ド
自
動
車
ム
在

刷
〉
巳
。
目
。

E
Z
冨
E
E同

E
E
2
2
〉
m
m
。
E
E
Z
p
b足
。
苦
昌
弘
官
『
ぬ
且

h
q
s
h出

』

J
h川
崎
柑
高

P
E
E
-
司

ω
・
参
照
。

制

F
・
同
・
印
色
z
o
p
b
E
S
E
s
-
-
国
首
吉
号
。
H

喜
内
与
華
僑

z
s
a
b邑
。
透
。
守
安

同
え
ま
暗
号
・
冨
M
P
3
u
a
t寸
参
照
。

帥
副
大
額
は
上
高
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
九
十
四
巻

五
五

五
ii. 

第
一
号



A
L
A
M対
フ
ォ
ー
ド
白
動
車
会
社

第
九
十
四
巻

五
六

第
一
号

五
八

A
L
A
M
に
つ
い
て

す
で
に
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、

A
L
A
M
は
、
さ
き
に
の
ベ
た

G
・
H
・
デ
イ
の
構
想
に
も
と
ザ
つ
い
て
結
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。

そ
れ
は
、
初
期
の
自
動
車
業
界
に
あ
ら
わ
れ
た
過
当
競
争
を
排
除
す
る
た
め
の
、
制
限
的
特
許
使
用
許
可
者
集
団

(
2再
2
1
2
0
r
E
l

E
E開
明
。
居
間
る
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

セ
ル
デ
ン
特
許
権
は
、

名
目
的
に
は
巴
R

E
の
〈
O
F
E
o
円
。
が
所
有
し
て
い
た
が
、

4 
てf

の
使
用
の
許
可
、
ひ
い
て
は
A
L
A
M
へ
の
加
盟
の
許
可
、
あ
る
い
は
、
特
品
目
権
侵
害
に
関
す
る
告
訴
や
裁
判
問
題
の
処
理
、
お
よ
び
A

L
A
M
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、
管
理
委
員
会
が
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
加
盟
に
は
こ
の
委
員
会
の
承
認
を
え
た
う
え
、
加

盟
金
二
五

O
O万
ド
ル
、
お
よ
び
一
九

O
三
年
一
月
一
日
か
ら
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て
一

0
0
0ド
ル
を
支
払
う
義
務
を
規
定
し
た
。

加
盟
に
必
要
と
す
る
委
員
会
の
承
認
と
い
う
条
項
が
、

実
は
あ
と
に
の
ベ
る
明
白
血
官
。
昨
日
円
。

と
の
抗
争
の
契
機
に
な
る
の
だ
が
、

と
も
あ
れ
、

一
般
業
者
に
と
っ
て
は
、

A
L
A
M
の
成
立
に
よ
っ
て
業
界
の
混
乱
が
救
わ
れ
る
な
ら
ば
、

一
・
二
五
%
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ

一
九

O
三
年
=
一
月
の
A
L
A
M
結
成
時
に
お
け
る
加
盟
会

社
は
一
一
社
で
あ
り
た
が
、
秋
に
は
こ
じ
社
と
な
り
、
翌
年
に
は
=
二
社
に
な
っ
た
。

ー
と
加
盟
金
は
、
き
わ
め
て
安
価
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
し
た
が
η
↑て、

仰
声
白
『
一
O
B
-
E
F
E
F
M
M
U
司
J
∞
管
理
委
員
会
は
、
加
盟
各
紅
か
ら
選
ば
れ
た
玉
名
の
委
員
L
ζ

、
会
長
の
町
-
F
ω
E
H同
町
(
呈
骨
冨
E
Z
唱
。
門
官
〉
、

副
会
長
の
回
目
'
耳
司
E
R
Eロ
(
回
目
白
古
田
。
己
〉
旦
。
言
。
E
Z
n。
可
制
者
、
会
計
の
戸
田
宮
司
〔
E
n
}肉
m
a
冨
E
R
A
U司

m。
〕
、
理
事
長
の
の

回
目
悶
叫
(
何
日
m
E
2。
40FHnHO
打
。
)
に
よ
3

て
構
成
さ
れ
た
。

ω
。
。
喧
切
口
F

同
切
河
凶
m-
昌
弘
弘
司
聞
V

司

」

」

で

A
L
A
M
の
活
動
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。

A
L
A
M
は
結
成
い
ら
い
、
自
動
車
工
業
界
に
秩
序
を
も
た
ら
し
、
安
定
的
な
発
展
を
促
進
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き



r
gロ
)
が
、
ま
た
金
属
研
究
所
壱

H
・
サ
ウ
ザ

1

(
固
め
ロ
弓
由
。
E
E
2
)
が、

業
績
を
あ
げ
た
。
ま
ず
生
産
技
術
の
面
で
ば
、
結
成
後
ま
も
な
く
技
術
研
究
部
を
つ
く
り
、

c
・
F
・
グ
ラ

l
グ
ソ

Y
(
円。

ro円
問

。

E

そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。

九
O 

こ
の
技
術
研
究
部
は
、

九
年
に
山
2
5
3
0同
伊
豆
。
E
o
Z⑦
(
後
に
』
正
。
E
E
H
2
)
何
回
四
日
2
2
(
S
A
E
)
に
発
展
改
組
さ
れ
、
自
動
車
工
業
技
術
の
改
善

に
成
果
を
あ
げ
た
。
そ
の
著
名
な
も
の
に
部
品
標
準
化
運
動
が
あ
る

G

と
れ
は
前
記
の

C
・
F
・
ク
ラ
l

ク
ソ

γ
と
H
・
サ
ウ
ザ
ー
が
部

品
の
標
準
化
計
画
を
提
案
し
、

一
九
一

O
年
に

H
・
E
・
コ
プ
ィ
ン
(
出
。
当
釦
向
島
何
円
。
呂
田
)
(
(
下
ソ
ン
社
の
副
社
長
)
が

S
A
E
の

会
長
に
就
任
、

H
・
サ
ウ
ザ
ー
が
、
そ
の
下
で
標
準
化
委
員
会
の
代
表
と
な
っ
て
具
体
化
し
た
。

部
品
の
標
準
化
は
、
単
に
生
産
原
価
の
引
き
下
げ
に
有
効
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
動
車
の
ア
フ
タ
ー
サ

l
ず
ィ

λ
や
修
理
の
単
純

化
、
合
理
化
を
も
た
ら
し
て
、
自
動
車
の
市
場
性
を
増
大
す
る
。
こ
れ
は
、
小
企
業
は
も
と
よ
り
、
大
企
業
に
と
っ
て
も
共
通
の
利
益
を

も
た
ち
す
。
ま
た
、
下
請
部
品
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
も
、
規
絡
の
整
備
統
一
に
よ
っ
て
、
特
定
元
方
の
倒
産
に
よ
り
、
下
請
も
ま
た
倒
産

す
る
と
い
う
専
属
下
請
的
欠
陥
を
回
避
す
る
こ
と
が
き
、
下
請
の
企
業
安
定
性
壱
増
大
す
る
も
の
と
し
て
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
ふ
。

ゆ

C

F

ク

ラ
l
グソ
γ
は
特
許
弁
理
士
で
あ
り
、
業
界
誌
の
編
集
な
ど
も
し
て
い
た
。

H

サ
ウ
ザ
ー
は
、
国
闘
再
同
o
Eー
で
技
術
コ
γ
サ
ル
タ
ソ
ト
を
し
て
い
た
が
、

一
八
九
二
年
に

C

A

A

ポ

1
7
に
招
か
れ
て
、
旬
。
uo
冨
位
-
n
o
の
会
属
、
自
転
車
設
計
の
研
究
所
そ
創
設
し
、
い
ら
い
同
社
に
閑
慌
し
、
同
社
が
伺
動
阜
部

門
へ
進
出
し
て
か
ら
も
、
金
属
、
技
術
に
つ
い
て
活
躍
し
た
。
』
国
・
間
百
・

"
E
t
b
M
U
3
t∞0
・
君
白
日
自
]
Z
F
E
E
-
E
v
g
-
E
-
回目同
J
U・

刊

C
E
H

クラ
l
グ
ソ
シ
と
H

サ
ウ
ザ
は
、
ま
ず
発
火
プ
ラ
グ
、
リ
ム
、
ス
ク
リ
ュ
ー
ス
レ
ッ
ド
(
推
進
持
)
の
棋
準
化
案
を
読
唱
し
た
。
ま
た
、

H
E
-

コ
フ
ィ
ゾ
は
、
同
広
島
E
ロ
Z
2
2
口
R
口
。
の
副
社
長
と
し
て
、
か
ね
て
か
ら
、
「
百
台
の
自
動
車
に
千
種
類
の
チ
ュ
ー
ブ
が
あ
る
。
部
品
の
標
準
化
こ
そ
焼
眉
の

急
務
だ
o
」
と
い
う
熱
心
な
標
準
化
の
信
辛
者
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
大
企
業
で
は
内
部
的
な
脱
準
化
は
お
と
な
っ
て
お
り
、
芋
弄
の
統
一
規
格
が
な
い
!
の
を
利
用
し

て
、
部
品
下
請
と
の
取
引
で
利
益
t
T
得
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
限
準
化
逝
勘
に
対
し
て
、
大
企
業
は
一
般
に
出
端
で
あ
り
、
む
し
ろ
小
規
模
業
者
の
方
が
熱
心
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が

A
L
A
M結
成
に
よ
っ
て
、
大
き
く
前
進
し
た
こ
と
は
一
つ
の
成
虫
と
い
え
よ
う
♀
。
4

君
》
昌

l
S
1

ω
。。、同
V
2

A
L
A
M対
プ
K

l
ド
自
動
車
会
計

第
九
十
問
巻

1i 
七

第
一
号

五
士三



A
L
A
M
対
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
会
社

第
九
十
四
九
〕

五
〉¥

第
一
号

五
ノk、

営
業
政
策
面
で
は
、
加
盟
会
社
の
宣
伝
・
広
告
、
あ
る
い
は
自
動
車
V
ョ

l
壱
統
一
的
に
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
自
動
車
販
売
を
促
進

す
る
た
め
、
道
路
標
準
化
運
動
、
自
動
車
税
反
対
運
動
な
ど
も
お
と
な
っ
た
。
ま
た
一
九

O
九
年
に
は
外
国
車
に
対
す
る
輸
入
関
税
の
設

定
を
要
望
し
た
り
、
鉄
道
会
社
に
対
し
て
五

0
0
0台
の
自
動
車
輸
送
用
貨
車
を
つ
く
ら
せ
、
そ
の
う
え
、
自
動
車
の
貨
車
輸
送
運
賃
に

つ
い
て
、
特
恵
運
賃
率
壱
き
め
さ
せ
た
り
し
て
い
る
。

さ
ら
に
生
産
販
売
政
策
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
業
界
情
報
の
提
供
、
過
剰
生
産
回
避
の
た
め
の
各
社
生
産
計
画
の
検
討
を
も
お
こ
な

っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
生
産
計
画
の
検
討
は
、
カ
ル
一
フ
ル
的
な
生
産
制
限
な
い
L
生
産
割
当
で
は
な
か
っ
た
Q
A
L
A
M
は
終
始
、
生

産
量
、
販
売
領
域
の
拘
束
や
自
動
車
の
型
の
指
定
な
ど
カ
ル
一
フ
ル
的
拘
束
壱
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
と
っ
た
政
策
ポ
イ
ン

ト
は
、
市
場
の
独
占
的
支
配
で
は
な
く
、
加
盟
会
社
に
限
定
さ
れ
て
は
い
た
が
、
む
し
ろ
業
界
の
安
定
と
、
能
率
化
、
合
理
化
の
組
織
的

推
進
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
い
わ
ば
、
競
争
構
造
の
健
全
化
と
い
う
視
角
か
ら
政
策
展
開
が
な
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
十
。

価
格
政
策
に
つ
い
て
も
お
な
じ
だ
。
す
な
わ
ち
、
A
L
A
日
は
一
九

O
九
年
秋
に
、
加
盟
会
社
に
対
し
て
、
生
産
量
と
価
格
を
固
定
す

る
よ
う
要
求
し
た
が
、
こ
の
措
置
は
加
盟
各
社
の
市
場
領
域
を
維
持
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
元
来
、
A
L
A
M
加
盟
会
社
の
殆
ん
ど

は
高
級
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
価
格
固
定
化
の
ね
ら
い
も
、
ほ
ん
ら
い
低
廉
車
と
は
質
的
に
呉
っ
た
高
級
車
の
販
売

領
域
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
な
占
れ
た
。
だ
か
ら
、
低
廉
車
を
ふ
く
め
た
全
自
動
車
の
価
格
支
配
と
い
う
本
格
的
な
独
占
的
性
格

は
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

(6) 

司
白
司
。
己
E
F
S
主
-
E
U
H斗
回

J
F

業
界
の
安
定
化
に
主
眼
を
お
い
た
A
L
A
M
は
、
必
然
的
に
新
規
加
入
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
封
鎖
的
な
方
針
壱
と
っ
た
。

九
O 

四
年
の
加
盟
数
が
ゴ
二
社
で
あ
り
、

一
九

O
九
年
に
お
い
て
も
お
な
じ
く
=
二
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
れ
を
も
の
が
た
つ
て
い
る
。

zr 
寸
ベ
寸



実
、
新
規
加
入
の
条
件
の
一
つ
に
、

セ
ル
デ

γ
特
許
権
の
ラ
イ
セ

γ
ス
を
も
つ
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
後
、
ヲ
イ
セ

Y

ス
は
A
L
A
M
が
新
た
に
認
可

1
る
こ
と
を
拒
否
す
る
方
針
を
う
ち
だ
し
た
の
で
、
加
入
す
る
た
め
に
は
、
既
加
盟
会
社
を
買
収
す
る

か、

A
L
A
M
脱
退
を
希
望
ザ
る
会
社
の
ラ
イ
セ

γ
ス
を
買
い
と
る
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
た
と
え
ば
、
後
に
G

M
を
設
立
し
た

W
・

c-
デ
ュ
ラ
ン
が
は
じ
め
て
買
収
し
た

国
E
n宵
冨
。
吉
円
円
。

lま

回以。日
U

何
回
。
E
D
m
。
ロ
円
。

を

。〈O
円

-
P自
己

k
J
d
件。自
o
Z
Z
円
。
一
は

]vo-uoH
己
主
o
円
。
一
を
買
収
し
て
加
盟
し
た
。
ま
た
G
・
B
・
セ
ル
デ

y
白
身
が
、

社
告
設
立
し
た
と
き
も
己
の
問
題

ι
ひ
っ
か
か
り
、
出
国
民
間
戸
H
O
D
S。
-
2
0
民

og同
円
。

を
設
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九

O
六
年
に
自
動
車
会

の
ヲ
イ
セ
ソ
ス
を
買
い
と
っ
て

A
L
A
M
に
加

入
し
、
由
巳
品
。
ロ
匡

o
E門
司

OEO-o
円。

(7) 

色
。
ヨ
匂

H
叶
A
W

A
L
A
M
が
も
っ
て
い
た
こ
の
封
鎖
性
が
、
次
に
の
べ
る
フ
ォ
ー
ド
と

A
M
C
M
A
と
の
抗
争
の
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

事
件
が
解
決
さ
れ
た
あ
と
、

A
L
A
M
は
封
鎖
性
を
排
除
し
て
本
来
的
な
業
者
団
体
に
発
展
し
た
。
す
な
わ
ち
、

フ
ォ
ー
ド
と
の
事
件
が

解
決
し
た
あ
と
、

九

一
年
に

A
L
A
M
は
〉
回
吉
田
。

z-o
出
O
R
ι
0同
斗

E
宕
と
な
っ
て
、

全
業
者
壱
包
括
す
る
業
者
団
体
へ
脱

皮
し
、

一
九
一
四
年
に

Z
E
5ロ
巳
〉
昇
。

E
。

zr。
Q
E
E
σ
2
丘
円
。
目
E
2
2
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
一
九
一
五
年
に
は
会
長
A

リ
ー
ヴ
ス
(
己
廿
立
国

2
2
6
の
努
力
に
よ
っ
て
、
加
盟
六
一
社
が
所
有
し
て
い
る
特
許
権
五
悶
七
件
に
つ
い
て
突
互
許
可
制

(
2
0出

-
5
2
2口
問

ω
2
t日
〉
を
実
施
レ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
年
一
月
一
日
現
在
の
加
盟
各
社
は
、
そ
の
保
有
す
る
特
許
権
を
共
同
プ
ー
ル
し
、

特
許
料
を
支
払
う
」
と
な
く
、
自
由
に
使
用
で
き
る
ジ
九
テ
ム
を
つ
く
り
、
特
許
権
制
度
が
も
っ
て
い
る
技
術
普
及
に
対
す
る
障
害
を
チ

ヱ
ツ
グ
し
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
特
許
権
交
互
司
可
制
に
は
反
対
も
あ
り
、

一
九
五
六
年
ま
で
加
入
し
な
か
っ
た

同
リ

0
吋品
F
-
[
O
件。
H

円。

あ
る
い
は
空

A
L
A
M
対
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
去
社

第
九
十
四
巻

五
九

第

号

1i 
九



A
L
A
M
対
フ
ォ
ー
ド
臼
動
車
会
社

第
九
十
四
巻

ノ、
O 

第
一
号

。

冷
式
エ

y
ジ

y
の
特
許
権
を
確
保
し
よ
う
と
し
た

P
E
E
E
冨

E
巳
E
Zロ
巴
四
円
。

や
自
社
技
術
を
最
高
水
準
に
あ
る
と
自
認
す
る

HJwnwmwE
冨
0
片

足

門

E
門
C

な
ど
は
加
盟
し
な
か
っ
た
。
だ
が
、
セ
ル
デ
ゾ
特
計
事
件
の
前
轍
を
ふ
む
よ
り
は
、
特
許
権
の
互
恵
体
制

こ
そ
業
界
の
利
益
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
風
廃
し
て
、
交
互
許
可
制
は
業
界
の
大
勢
壱
制
し
た
の
で
あ
る
の

な
お
、
こ
の
団
体
は
一
九
二
二
年
以
後
、
現
柱
の
〉
E
o目。
z
k
z
m
v
E
E
E
E
2な

k
r
2
0
2
E
Eロ
(
A
M
A
)
と
な
っ
た
。

何

?

出

回

h
w
m
L
E
A
-
u
u
E
J
N
告
計
権
交
互
許
可
制
に
反
対
し
た
フ
ォ
ー
ド
社
も
、
法
的
に
特
許
登
輯
は
し
た
が
、
そ
の
使
用
は
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
の
支
払
を
免

除
し
て
公
開
し
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
社
も
そ
の
桂
加
入
し
、
パ
Y

カ
ー
ド
社
は
ロ
イ
ヤ
ル
テ
4

ベ
イ
九
に
よ
る
交
換
許
可
制
を
汗
っ
た
。
か
く
て
交
正
許
可
制

の
基
本
体
制
が
く
ず
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
(
島
内
y
u
詔
可

と
も
あ
れ
、
そ
の

A
L
A
M
は
、
業
界
に
秩
序
と
安
定
を
も
た
ら
し
、
自
動
車
工
業
の
健
全
な
発
展
を
招
来
す
べ
く
結
成
さ
れ
た
の
が
、

そ
う
い
う
人
為
的
工
作
か
ら
必
然
的
に
う
み
だ
さ
れ
る
、
生
産
制
限
|
|
加
盟
制
限
|
|
ア
ウ
ト
サ
イ
タ
ー
の
抑
圧
と
い
う
政
策
路
線
は
、

ア
ウ
}
サ
イ
ダ
ー
に
と
っ
て
、
ま
た
特
に
加
盟
壱
不
当
に
拒
否
さ
れ
た

H
・
フ
ォ
ー
ド
F

に
と
っ
て
、

A
L
A
M
は
ま
さ
に
「
憎
む
へ
き
カ

ル
テ
ル
」
と
し
て
の
反
感
を
あ
た
え
る
に
充
分
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ド
の
抗
争
(
一
)

さ
て
、
焦
点
を
フ
ォ
ー
ド
と

A
L
A
M
の
対
立
に
あ
わ
し
、
時
点
を
一
九

O
=一
年
に
も
ど
そ
う
。

A
L
A
M
は
、
結
成
い
ら
十
業
界
の
主
流
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
た
。
だ
が
同
時
に
、
業
界
唯
一
の
組
織
体
と
し
て
、
特
権
的
体
臭

壱
も
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
な
お
数
多
く
存
を
し
て
い
た
ア
ウ
ト
サ
イ
タ
ー
と
の
対
立
を
う
み
だ
す
条
件
が
あ
っ
た
り
で
あ
る
。
や
が
て
、

こ
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
は
反
A
L
A
M
勢
力
に
結
成
す
る
の
だ
が
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
チ
ャ

y
ピ
オ

γ
は
H
・
フ
ォ
ー
ド
で
あ
り
、



司
O目1
与
問
向
。
仲
O
円
円
。

で
あ
っ
た
。

H
・
ア
ォ

l
ト
は
、

一
九

O
三
年
六
月
に
町
。

E
Z
2
2
n。
を
設
立
す
る
や
、

す
ぐ
に

A
L
A
M
の
会
長

F
-
L
・
丸
、
、
ニ
ハ
を
た

ず
ね
て
、

A
L
A
M
へ
の
加
盟
を
申
込
ん
だ
。
こ
れ
に
対
し
て

F
・
L
・
ス
ミ
ス
は

H
-
c
E
E
C
Z
H
円
。
が
組
立
業
者
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
加
盟
を
拒
否
し
た
。
た
だ
し
こ
の
理
由
は
表
面
的
な
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
自
動
車
業
者
心
、
い
わ
ば
殆
ん
ど
全
部
が
組
立
業
者

こ
の
拒
否
理
由
は
ナ

λ
セ
ン
ス
で
あ
る
。

F
・
L
・
ス
ミ

λ
が
拒
否
し
た
真
意
は
、
彼
の
会
社
。

-r冨
♀

2
当
日
吉

の
加
盟
は
将
来
に
自
社
と
の
競
合
を
激
化
さ

で
あ
っ
た
か
ら
、

は

A
L
A
M
唯
一
の
低
厳
大
衆
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

明
。
早
足
。
件
。
寸
円
。

せ
る
と
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
コ
た
。
事
実
、
翌
年
オ
ー
ル
ズ
社
が
高
級
車
へ
生
産
転
換
す
る
と
、

F
・
L
・
7

ハ
ミ
ス
は

H
・
ア
ォ

I

ド
に
対
し
て

A
L
A
M
加
盟
の
斡
旋
方
壱
申
込
み
、
逆
に

H
・
フ
方

l
ド
が
こ
れ
を
拒
否
し
て
い
る
。

H

・
フ
ォ
ー
ド
は
、
彼
自
身
の
経
歴
と
抱
負
を
宵
景
に
し
て
、
当
時
す
で
に
自
動
車
製
造
の
パ
イ
オ
ユ
ヤ
ー
と
し
て
絶
大
生
自
信
を
も

っ
て
い
た
し
、
が
ん
ら
い
、
セ
ル
デ
ン
特
許
そ
の
も
の
の
岐
術
的
有
効
性
壱
認
め
て
は
い
な
か
っ
た
。
加
盟
の
申
込
み
も
、
た
だ
無
用
の

争
い
を
回
避
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

川
川
唱
口

3
2
H何
回
同

L
E
F

旬。
E
m
Jド
0

・

ω
H
フ
ォ
ー
ド
は
、
一
八
八
三
年
、
勤
め
て
い
た
ウ
ェ
ス
チ
ソ
ゲ
ハ
ウ
ス
牡
で
み
た
ニ
コ
ラ
ス
H
シ
エ
ハ

l
ド
エ
ン
ジ
ゾ
を
操
作
し
、
同
種
の
道
路
用
エ
ゾ
ジ
ン
の

組
立
、
修
繕
を
体
験
し
て
い
ら
い
、
エ
ン
ジ
γ
車
の
研
究
に
と
り
つ
か
れ
た
。
ス
チ
ー
ム
エ
ン
ジ
ン
の
研
究
を
手
が
け
、
つ
い
で
照
明
用
ガ
ス
を
燃
料
と
し
た
オ
ツ
ト

l

エ
γ
ジ
ン
を
知
ヲ
た
。
一
人
〈
五
年
に
デ
ト
ロ
イ
ト
の
開
忠
則
宮
町
O
ロ
唱
。
号
ω
で
同
エ
ソ
シ
γ
を
修
部
し
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
研
究
を
す
す
め
、
一
八
八

七
年
に
四
サ
イ
ク
ル
の
オ
ッ
ト
l

エ
ン
ジ
ン
を
つ
く
っ
た
。
口
径
一
イ
ン
チ
、
行
瞳
=
一
イ
ン
チ
の
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
で
あ
っ
た
。
一
八
九
O
年
か
ら
二
気
筒
エ

γ

ジ
γ
の
研
究
を
は
じ
め
、
一
八
九
二
年
に
一
号
車
を
つ
く
り
、
翌
年
春
、
こ
れ
を
改
良
し
た
。
口
径
二
五
イ
ゾ
チ
、
行
程
六
イ
シ
チ
の
エ

γ
ジ
ゾ
二
基
、
リ
ヤ
ア
ク

セ
ル
、
四
馬
力
、
ベ
ル
川
P

出
動
、
二
人
乗
り
の
自
動
車
で
あ
り
、
速
度
は
時
速
一

0
マ
イ
ル
と
二
0
マ
イ
ル
の
変
速
可
能
の
も
の
で
め
っ
?
。
臨
席
下
の
タ
γ
タ
に
は
三

ガ
μ

ソ
の
ガ
ソ
リ
ン
が
は
い
り
、
水
市
式
で
、
自
重
は
五

O
Oポ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ミ
の
車
は
、
一
八
九
五
、
J

ハ
年
に
一

0
0
0
マ
イ
ル
走
り
、

nvm邑
Z
〉
日
ω-4

に
一
0
0ド
ル
で
売
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
代
金
で
二
号
車
を
作
成
し
た
。
こ
の
二
号
車
は
一
号
車
と
お
な
じ
仕
様
で
あ
っ
た
が
、
ベ
ル
ト
運
動
が
ギ
ヤ
連
動
に
改
良
さ
れ

A
L
A
M対
フ
ォ
ー
ド
自
動
京
会
社

第
九
十
四
巻

告書

号



A
L
A
M対
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
会
社

第
九
十
四
巻

第

号

て
い
た
。
そ
れ
は
当
時
の
ベ
ン
ツ
車
よ
り
も
優
れ
て
い
た
と
い
う
。
一
号
車
は
、
そ
の
あ
し
と
一

0
0ド
ル
で
買
戻
し
で
い
る
。
こ
の
問
、
ロ

E
E
F仲
間
岳
u
o
ロ
ゎ
。

つ
と
め
、
月
収
二
一
五
ド
ル
の
主
世
技
師
と
な
り
、
ダ
イ
ナ
そ
の
研
究
も
お
こ
な
っ
た
。

一
八
丸
九
年
に
H

プ
ォ
l
ド
は
巴

E
E古
〉
ロ

E
E。
E
E
n
o
の
工
場
長
に
な
り
、
自
動
車
の
製
作
に
専
念
し
た
。
同
社
は
同
年
閉
鎖
さ
れ
塑
年
目
。

R吋

司。

E
n
o
が
設
立
さ
札
た
が
、
こ
れ
も
永
続
し
な
い
で
閉
鎖
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
事
情
を
彼
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
当
時
は
一
般
に
自
動
車
を
大
人
の
玩

具
く
ら
い
に
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
人
々
の
興
味
は
白
動
車
を
は
や
く
走
ら
す
こ
と
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
競
走
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
競
走

に
よ
っ
て
向
劃
車
へ
の
社
会
的
関
心
が
た
か
ま
っ
た
が
、
な
に
よ
り
も
脳
陣
師
の
関
心
を
あ
つ
め
、
自
動
車
業
は
賭
博
師
の
た
め
の
事
業
と
な
っ
た

D

情
博
師
の
グ
ル
ー

プ
が
口
早
自
信
〉
戸
吉
日

o
E
F
h
o
を
設
立
し
た
。
一
号
車
と
お
な
じ
車
を
注
文
生
産
し
、
高
t
売
っ
た
。
同
社
の
円
前
は
私
の
坦
想
を
宍
理
す
る
も
の
で
は

な
く
、
資
金
を
あ
つ
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
あ
ま
り
冊
か
ら
な
か
り
た
か
ロ
」

一
九
O
一
年
一
二
月
、
同
社
を
や
め
た
彼
は
、
四
シ
リ
ン
タ
l
エ
ン
ジ
ン
を
研
究
し
、
翌
年
、
四
シ
リ
ン
ダ
ー
、
入

O
馬
力
の
自
動
車
二
台
を
製
作
し
た
。
『
9
9
9
』
号

と
『

K
5
0
4』
号
で
あ
る
。
同
車
は

B

オ
ー
ル
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
(
困
問
ロ
唱

C
E固
め

E)
が
パ
イ
ロ
ァ
ー
し
と
し
て
嘩
縦
し
、
グ
ロ
ス

E

ポ
イ
ソ
よ
ロ

E
E
E百円〕

の
ν
l
ス
で
、
ウ
イ
ソ
ト
ン
事
を
お
さ
え
て
罷
勝
し
た
。
こ
の
レ
l
ス
の
一
週
間
後
、
資
本
金
一

O
万
ド
ル
(
披
の
現
金
出
資
二
万
八
0
0
0ド
ル
)
の
問
。
邑
冨

E
R

E
-
が
設
立
さ
れ
た
。

H

フ
ォ
ー
ド
は
こ
の
時
ま
で
に
二
五
台
の
自
動
車
を
製
作
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
国
宮
司

F
U
H
F
-
e
r
u
s
a
司
君

F
E官、

3

M
7匂
-
E
L
な
お
、
』

P
E
Z
E
F
聖
F
9
3
u
p
.
3日
E
E
c
h
u
5
0
E
(
3
5
F
ミ
竜
E
f
Nま
N
Y
S
H
N∞L
O
P
E
参
問
。

刷

出

司

。

E
'
E
t
h・
2

さ
て
、
加
盟
を
拒
否
さ
れ
た

H
・
フ
ォ
ー
ド
は
、

J
・
ワ
ナ
メ
ー
カ
ー

G
。
Fロ
者

P
ロ
E
E
Zろ
の
支
援
を
え
て
、

A
L
A
M
と
徹 lこ

底
的
に
抗
争
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
そ
し
て
一
九

O
三
年
九
月
に
一
九
五
台
を
生
産
し
た
の
を
皮
き
り
に
、
同
年
中
に
一
七

O
O台
を

生
産
販
売
し
て
、

A
L
A
M
に
大
き
な
脅
威
を
あ
た
え
た
。
ま
た
、
当
時
、
特
許
法
に
関
す
る
最
高
権
威
と
目
さ
れ
て
い
た
弁
護
士

R
・

こ
れ
に
対
し
て
、

A
L
A
M
は
、
ま
ず
同
年
七
月
二
六
日
の
新
聞
に
、

A
-
バ

I
カ

l

(
同
巳

E
E
Oロ
ハ
同
九
戸
司

Z
H
Z円
)
を
擁
し
て
、

A
L
A
M
と
の
法
廷
闘
争
に
そ
な
え
た
。

『
ガ
ソ
リ

y
自
動
車
の
製
造
、
販
売
、
輸
入
業
者
、
代
理
屈
お

よ
び
購
入
者
に
対
す
る
警
告
』
壱
掲
載
し
て
、

A
L
A
M
加
盟
会
社
以
外
の
者
が
、
ガ
ソ
リ

y
自
動
車
を
製
造
・
販
売
し
た
り
、
ま
た
非

加
盟
会
社
か
ら
購
入
使
用
し
た
者
は
、
セ
ル
デ

Y
特
許
権
侵
害
に
よ
り
告
訴
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
宣
言
し
た
。



フ
ォ
ー
ド
側
は
、
七
月
二
八
日
に
報
復
広
告
を
だ
し
て
、
セ
ル
デ

γ
特
許
権
の
不
当
性
と
、
自
社
の
優
秀
性
、
法
廷
闘
争
に
お
け
る
勝

訴
の
見
と
お
し
な
ど
を
の
べ
た
て
む
。

こ
の
よ
う
な
広
告
合
戦
は
、

一
九

O
四
年
初
頭
ま
で
く
り
か
え
さ
れ
た
。

ω
耳

目

吋

o
g
r
t
L
E
K
-
M
V
U
口町
J
∞

こ
の
よ
う
な
形
で
火
ぶ
た
を
き
っ
た

A
L
A
M
は、

一
九

O
三
年
↓

0
月
二
二
日
、
つ
い
に
司
o
E
冨
♀
OH
円。

お
よ
び
そ
の
代
理

販
売
会
社
門

kr

ロ
ロ
∞
ロ
ー
骨
円
。

を
特
許
権
侵
害
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
南
部
地
区
巡
回
裁
判
所
に
告
訴
し
た
。

つ
つ
い
て
、

月
五

日
に
は
円
九
戸
ロ
ロ
⑦
耳
目
宵
円
。

か
ら
フ
ォ
ー
ド
車
を
購
入
し
た

C

H

D

Eぽ
円
。

を
告
訴
。

一
二
月
二
八
日
、
外
国
車
輸
入
商
の
代

表
と
し
て
、
司
E
H
F
2
ι
h
w
F
0
2
E
O
H
n
c
-
(
プ
ラ

γ
旦
会
社
)
を
告
訴
し
た
。
さ
ら
に
翌
一
九

O
四
年
に
は
い
っ
て
は
、

一
月
二
一
目
、

円。 円

』

:? 
止と ~ 

長百
し 砕

ち5〉 E
を
継
承
し
た

J 

ワ

ブ

カ

を
も
告
訴

一
月
一
二
日
に
は
輸
入
商
問
。
ロ
ミ
砕
と
耳
耳
打
E
Z
2
F
P
5
H

ω
島

0
・
UMVHN印
J
叶

A
L
A
M
は
、
法
廷
闘
争
と
併
行
し
て
、
直
接
的
な
弾
圧
政
策
を
も
展
開
し
た
。
そ
の
も
っ
と
も
集
約
的
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、

九

O
五
年
一
月
の
自
動
車
γ
ョ
ー
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
自
動
車
業
界
を
あ
げ
て
の
V

ョ
I
は
、
一
九

O
O年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
J

ソ

γ
・
ス
ク
ェ
ヤ
l

・
ガ

l
デ
y

(
旨
E
E
oロ

印

A
S
9
2
0
2骨
目
)
で
開
催
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。

(
N
A
A
M
)
と

K
F
E。
目
。
z
-
o
n
z
σ

丘
陵
目
耳
目
m
w
(
A
C
A
)
の
共
催
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、

A
L
A
M
の
結
成
に
よ
り
、
自

、
〉
、
、

し
i

L

Z
E
Eロ
巴

k
p
E
o
E
E
Eロ
。
同

P
¢件。
E
。
z
-
o
冨
mwロ
E
m
w
n
t
H
H
o
a

動
車
業
界
は
A
L
A
M
と
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
に
二
分
さ
れ
、

N
A
A
M
の
シ
ョ

1
委
員
会
は

A
L
A
M
の
メ

Y
パ
ー
に
よ
っ
て
占
め
ら

A
L
A
M対
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
会
社

第
九
十
四
巻

第
一
号



A
L
A
M対
フ
ォ
ー
ド
臼
動
車
会
社

第
九
ナ
四
世

ノ、

四

第

号

ノ、

四

れ
た
。と

こ
ろ
で
一
九

O
四
年
に
、

A
L
A
M
の
会
長

F
・
L
・
ス
ミ
見
は
、
会
長
の
席
を

C
・
ク
リ
フ
ト

Y
(
C
E
ユ2
2
F
P
E〉
(
の
⑦
日
開
。

Z
H
U
Z
2
0
円
。
)
に
ゆ
ず
っ
た
。

c
・
ク
リ
フ

1
γ
は
、
ま
た

N
A
A
M
の
副
会
長
で
も
あ
っ
た

Q

彼
は
、

フ
ォ
ー
ド
そ
の
他
の
ア
ヴ

ト
サ
イ
ダ
ー
壱
白
動
車
γ
ョ
ー
か
ら
し
め
だ
す
こ
と
を
計
画
し
た
u

そ
し
て

一
九

O
五
年
一
月
、

A
L
A
M
の
名
で
マ
ジ
ソ

γ
・
ス
ク

エ
ヤ

1
・
ガ
I
デ
ゾ
を
健
保
す
へ
く
、
翌
年
お
よ
び
翌
々
年
の

γ
ョ
l
に
関
す
る
賃
借
契
約
を
締
結
し
わ
。

こ
れ
に
対
し
て
、

ア
ウ
ト
十
イ
ダ
ー
は
、
司
。
三
百

E
2
円。

か
ら
発
せ
ら
れ
た
搬
に
こ
た
え
て
、

一
九

O
五
年
二
月
二
四
日
に
、
デ

ト
ロ
イ
ト
の
フ
ォ
ー
ド
工
場
で
秘
密
砲
に
会
合
壱
も
ち
、

A
L
A
M
に
対
抗
す
る
組
織
と
し
て

吉
Z
H叱

kfz。
己
主
5
ロ

(
A
M
C
M
A
)
を
結
成
し
た
u

そ
し
て
本
部
を
シ
カ
ゴ
に
置
き
、
司
。
旦
冨

1
2
円。

k
F
E
O

コ
E
ロ
出
丘
O

H

n
可
営
mszEni

か
ら
J
・
ゴ
ウ
ゼ

Y
ス

(

]

p

目
2
門

C
E
Eろ
が
初
代
会
長
に
就
任
、
司
。
吋
ハ
同
ヨ
百

rFo=}
冨

mwfdz-
岡山口切の
P

円
V
E
4
2
な
ど
の
有
力
会
社
を
ふ
く
め
た
二

O

社
が
こ
れ
に
参
加
し
た
。

A
M
C
M
A
は
、
早
速
、

一
九

O
六
年
シ
ョ

1
に
備
え
て
、
第
六
九
連
隊
兵
器
庫
を
賃
借
し
た
。
そ
し
て
一
月

一
一
一
一
日
に
、

A
L
A
M
側
と
併
行
し
て
シ
ョ
ー
を
開
催
し
た
。
こ
の

A
M
C
M
A側
の
シ
ョ
ー
は
、

A
L
A
M
側
の
シ
ョ
ー
よ
り
二
倍
の

規
模
を
も
ち
、

A
M
C
M
A
の
反
撃
は
大
成
功
を
お
さ
め
た
。
翌
一
九

O
七
年
に
は
エ
ュ

l
ヨ
l
ク
自
動
車
取
引
協
会
の

A
・
リ

1
ヴ
ス

(
既
出
)
が
会
長
に
な
り
、
本
部
壱
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
移
し
、

γ
=
ー
も
の
円
吉
《
凶

D
E
B
-
E
F
2
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ

をの
な よ
ワっ
たな
の A
で M
あ C

る')M 
A 
の
実
力
は
A 

L 
A 
M 
を
庄
倒
し

一
九

O
八
年
に
は
加
盟
社
数
は
五

O
社
に
の
ぼ
り
、
最
大
の
自
動
車
業
者
団
体

川

仰

向

HO--EVEHO也

J
4
p

同w
a
0
・
W
司
可
。
i
M
当
時
の
自
動
車
業
者
は
す
へ
て
こ
の
両
組
織
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し
た
が
、
叶
-E一
自
由
宮
崎
叫
耳
吋
円
。
だ
け
は
、
ど
ち
ら
へ
も
加
入
し
な
か
っ



fご
」
こ
で
、

A
M
C
M
A
と
A
L
A
M
と
の
異
同
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

A
M
C
M
A
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、

A
L
A
M
へ
り
対
抗
組
織
と
し
て
結
成
さ
れ
た
ο

し
か
し
A
L
A
M
が
/
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

に
対
し
て
み
せ
た
封
鎖
的
政
策
と
特
権
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
そ
の
背
後
に
独
占
団
体
的
な
政
策
体
と
し
て
の
要
素
壱
そ
な
え
て
い
た
と
い

え
る
。
し
た
が
っ
て
、
さ
き
に
の
へ
た
業
界
安
定
に
関
す
る
種
々
の
措
置
も
、
加
盟
会
社
に
ワ
い
て
の
み
限
定
し
た
し
、
他
方
ア
ウ
ト
サ

イ
ダ
1
に
対
し
て
は
あ
く
ま
で
強
力
な
プ

ν
γ
γ

ャ
ー
と
し
て
臨
ん
だ
。

A
L
A
M
の
も
つ
二
菌
性
は
、
自
動
車
工
業
の
競
争
構
造
と
独

占
的
政
策
の
撮
着
に
よ
る
も
の
だ
と
、
わ
た
く
し
は
考
え
る
。
そ
し
て
こ
の
接
着
に
焦
点
を
置
い
た
攻
撃
と
し
て
、

H
-
フ
ォ
ー
ド
の
抗

争
壱
評
価
し
た
い
し
、

A
M
C
M
A
の
意
義
を
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

A
M
C
M
A
の
活
動
は
、

A
L
A
M
が
と
っ
た
活
動
と
同
様
の
も
の
で
あ
コ
た
。
業
界
情
報
の
提
供
、
統
計
資
料
の
調
整
、
道
路
改
良

運
動
、
広
告
宣
伝
の
統
一
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、

一
九

O
九
年
に
瓦
解
し
て

A
L
A
M
と
合
同
す
る
ま
で
の
短
期
間
に
は
、

と
く
に
記
る
す
へ
き
も
の
は
な
い
の
む
し
ろ
そ
の
反
A
L
A
M
精
神
は
、
合
同
以
後
に
具
体
的
な
展
開
を
示
す
の
で
あ
る
。
さ
き
に
ふ
れ

た
A

・
リ

I
ヴ
ス
に
よ
る
特
許
権
の
交
互
許
可
制
の
実
現
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
九

O
九
年
ま
で
の

A
M
C
M
A
の
価

値
は
、

A
L
A
M
が
も
っ
独
占
的
性
格
壱
チ

A

ツ
タ
す
る
た
め
の
対
抗
的
問
体
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

A
M
C
M
A
の
特
徴
は
次
の
点
に
あ
コ
た
。
す
な
わ
ち
、

A
L
A
M
が
高
級
車
メ
ー
カ
ー
の
団
体
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
価
格
引
下
げ
を

防
止
し
、
過
剰
生
産
を
回
避
す
る
た
め
に
加
盟
会
社
を
極
力
制
限
し
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
を
抑
庄
す
る
と
い
う
独
占
的
政
策
が
う
み
だ
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
A
M
C
M
A
は
、
低
廉
大
衆
車
メ
ー
カ
ー
の
団
体
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
加
入
制
限
の
方
針
は
と
ら
ず
、
し
た
が

っ
て
A
L
A
M
の
よ
う
な
独
占
的
政
策
の
う
ま
れ
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
結
成
時
か
ら
一
九

O
九
年
の

A
M
C
M
A
崩
解
時

A
L
A
M対
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
会
社

第
九
十
四
番

六
五

第

号

ノ、

五



A
L
A
M対
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
全
社

第
九
十
四
巻

第

号

、干、〆一ノ

ま
で
に
、

A
L
A
M
は
二
七
社
か
ら
二
二
社
に
増
加
し
た
だ
け
で
あ
る
の
に
、

A
M
C
M
A
は
二

O
社
か
ら
五

O
社
に
著
増
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
動
車
価
格
を
み
れ
ば
‘
前
者
で
は

一
0
0
0ド
ル
以
下
の
自
動
車
を
生
産
し
た
の
は
四
社
の
み
で
、
他
は
=
一

0
0
0ド
ル
か

ら
六

0
0
0ド
ル
の
も
の
で
あ
っ
た
。
後
者
で
は
ず
ベ
て
一
一
一

0
0
0ド
ル
以
下
で
あ
り
、
平
均
一
五

0
0ド
ル
で
あ
っ
た
し
、

年
の
平
均
生
産
費
は
二
六
車
種
で
一

0
0
0ド
ル
弱
で
あ
っ
た
。

い
わ
ば
、
」
の
よ
う
な
両
団
体
の
組
織
的
相
異
が
、

H
・
フ
ォ
ー
ド
の
「
カ
ル
テ
ル
打
倒
」
の
名
分
を
正
当
化

L
、
自
動
車
業
界
の
十

一
九

O
九

字
軍
と
し
て
の
名
声
を
彼
に
ほ
し
い
ま
ま
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

同
品
。
-
H
U
U
-

口砕
tu四

フ
ォ
ー
ド
の
抗
争
つ
一
)

A
L
A
M♂の

7
り
ト
サ
イ
ダ
ー
に
対
す
る
攻
撃
は
、
実
質
的
に
は
明
日
品
冨
。
件
。
同
円
。

に
集
中
さ
れ
た
。
し
か
も
戦
略
的
に
は
、
目

標
を
同
社
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
購
入
者
に
対
し
て
さ
え
も
攻
撃
を
加
え

る
と
い
う
、
総
合
的
な
フ
ォ
ー
ド
系
列
の
攻
略
作
戦
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
一
九
一
O
四
年
、

回
目
立

o
E
市
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
二
三
社
の
う
ち
、
唯
一
の
フ
ォ
ー
ド
系
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
あ
っ
た

L
・
H
・
エ
ル
マ

l

(
F
g
Eロω

国

巴
自
白
〕
に
圧
力
を
加
え
て
、

フ
ォ
ー
ド
車
を
販
売
す
れ
ば
、
デ
ィ

l
ヲ
の
み
な
ら
ず
、
購
入
者
を
も
告
訴
す
る
で
あ
ろ

う
と
通
告
し
た
。

L
・
H
・
エ
ル
マ

l
は
、
問
。
旦
冨
。
吉
岡
円
。

と
協
議
し
て
、

フ
ォ
ー
ド
車
一
台
の
購
入
ご
と
に
同
社
々
債
(
一

0
0

0
ド
ル
)
号
無
償
交
付
し
、
か
つ
購
入
者
が
A
L
A
M
か
ら
損
害
を
M

つ
け
た
場
合
は
、
そ
の
一
切
を
弁
償
す
る
と
い
う
契
約
壱
、
購
入
者

と
の
問
に
む
す
ん
だ
。
ま
た
、

一二
l
ヨ

I
グ
の
フ
ォ
ー
ド
系
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
な
っ
た
J
・
ワ
ナ
メ
ー
カ
ー
は
、
積
極
的
に

H
・
フ
ォ
I



ド
の
応
援
に
の
り
だ
し
、

A
L
A
M
を
「
ト
ラ
ス
ト
」
と
呼
ぴ
、
果
敢
な
反
撃
に
で
わ
。

こ
の
よ
う
な
事
態
の
中
で
、

H
・
フ
ォ
ー
ド
は
強
気
の
策
を
と
り
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
拡
張
に
つ
と
め
た
。
そ
し
て
裁
判
係
争
中
も
デ
ィ

ー
ラ
ー
剰
を
砿
充
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九

O
六
年
の
全
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
一
五
凶
五
社
、
そ
の
う

ち
一

O
五
七
社
は
A
L
A
M
系
、
三
四
社
は
電
気
‘
蒸
気
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
そ
し
て
残
り
四
五
四
社
が
フ
ォ
ー
ド
系
デ
ィ
ー
ラ
ー
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る

U

ω
司
口
H
O
E
-
2
F
S
主
-
h
M
V
H
Y
E日
J
寸

川
円
内
野

r司
U
H
-
-匂
-

し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
強
力
な
抗
争
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九

O
九
年
九
月
一
五
日
の
判
決
は
司

o
E
冨

o
g同
円
。

の
敗
訴
と
し

た
の
で
あ
る
。

担
当
主
席
判
事

t
・
M
・
ホ
ウ

(
門
町
耳
目
。

ω
冨

05=
国
自
由
『
)

は

い
わ
ば
一
方
的
に
A
E
A
M
側
の
主
張
壱
と
り

あ
げ
、

G
・
B
-
セ
ル
デ

y
が
ガ
ソ
リ

y
自
動
車
の
創
始
者
で
あ
り
、
そ
の
発
明
は
ま
さ
に
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
と
の
確
認
主
で
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

c
-
M
・
ホ
ウ
の
認
識
は
誤
っ
て
い
た
部
分
も
あ
る
の
だ
が
、
技
術
的
知
識
が
充
分
で
な
い
上
に
、

一
九

O
O年
の

4
5
E
oロ
冨

o
Z円
門

PEP冊
。
円
。

ケ
ー
ス
の
判
決
例
も
あ
っ
た
関
係
か
ら
、

こ
の
判
決
は
一
応
は
常
識
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

ω
こ
れ
に
関
す
る
両
者
の
論
争
経
渦
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
祇
隔
の
関
係
か
ら
省
略
し
た
い
。
フ
ォ
ー
ド
側
叩
弁
護
士
B
・
h
l
カ
l
は
、
今
期
の
担
当
判
事
C-

M

ホ
ウ
は
位
術
的
知
識
に
乏
し
〈
、
か
つ
気
ま
ぐ
れ
な
性
格
だ
か
ら
、
こ
れ
を
逝
け
て
次
期
の
G

C

ホ
ル
ト
(
口

2
門
岡

o
n
問
。
-
。
判
事
の
担
当
に
な
る
ま

で
、
裁
判
を
延
期
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。

G

C

ホ
ル
ト
は
以
前
に
、
外
車
輸
入
商
口
。
口
"
耳
目
n
E
H
E
U
。
且
円
。
・
が
A
L
A
M
に
告
訴
さ
れ
た
事
件
を
審

理
し
た
際
、
ウ
a
q

ソト
γ

ケ
l
ス
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
せ
ず
に
、
セ
ル
デ
ン
特
許
に
対
し
て
も
特
異
な
批
判
的
意
見
を
一
目
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
B

A

I
カ
1
の
意
向
は
実
を
結
ば
ず
、
裁
判
は
す
す
め
ら
れ
た
(
品
。

-
E
U
E
4
1
N
E
'
Y

明
。
丘
富
。
件
。
叶
円
。

の
敗
訴
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
望
み
を
失
っ
た

A
M
C
M
A
を
崩
解
に
み
ち
び
い
た
。

一
九
一

O
年
二
月
八
日
、

A
M
C
M
A
は
正
式
に
解
散
し
、
加
盟
各
社
は
相
つ
い
で

A
L
A
M
へ
加
入
し
た
。

A
L
A
M
対
フ
ォ
ー
ド
回
動
聖
霊

第
九
f
四
巻

六
七

第
一
号

プ可

七



A
L
A
M対
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
会
社

第
九
十
四
巻

/、
ノ1、

第

号

/、

/、

加
入
制
限
を
基
本
方
針
と
し
て
い
た
A
L
A
M
が
、
多
数
の

A
M
C
M
A
メ
ン
バ
ー
の
加
入
を
う
け
い
れ
た
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
事

情
が
あ
っ
た

u

か
ね
て
業
績
の
悪
化
を
つ
た
え
ら
れ
て
い
た
巴

2
言
。
〈
各
自

z
h。

。

が
一
九

O
七
年
末
に
倒
産
し
、
社
長
の

G
・
H
・
デ
イ
も
同

年

一
月
に
死
亡
し
た

u

名
目
的
で
は
あ
っ
た
に
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
中
心
を
失
っ
た
A
L
A
M
は
、
内
部
的
な
拘
束
力
の
弱
化
を
さ
け
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

フ
ォ
ー
ド
T
型
の
生
産
開
始
、

G
-
M
の
設
立
と
い
う
ア
メ

F
カ
の
自
動
車
工
業
の
発
展
史
上
、
ま
さ
に
画
期
的

な
年
で
あ
っ
た
。

A
L
A
M
も
旧
態
を
あ
ら
た
め
、
脱
皮
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

Q

翌
一
九

O
八
年
は
、

こ
の
変
化
は
、
ま
ず
回
E
n
w
民
主
ミ
円
。

を
買
収
し
て
、
自
動
車
生
産
に
の
り
だ
し
て
い
た

w・
c-デ
ュ
ラ

γ
(
巧
呂
田
E
C
S。

ロ
イ
ヤ
斤
テ
ィ
ー
の
支
払
壱
一
方
的
に
拒
絶
し
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
彼
は
、
大
量
生
産
へ
の
道
行
き
に
と
っ
て
、

U
E
m
Hロ
け
)
が
、

ロ
イ
ヤ
ル
テ
f

l
は
莫
大
な
も
の
と
な
り
、
重
い
足
か
せ
に
こ
そ
な
れ
、
得
ら
れ
る
も
の
は
何
も
な
い
と
し
て
支
払
拒
告
の
挙
に
出
た
。

。
一
世
宮
E
C
H
t
司。
H
r
u

も
こ
れ
に
同
調
し
た
の
で
あ
る
o

事
実
、

A
L
A
M
の
内
部
に
お
い
て
も
、
セ
ル
デ
ソ
特
許
権
を
冷

笑
す
る
風
潮
も
あ
り
、

A
L
A
M
の
権
威
も
以
前
の
面
影
を
矢
い
つ
つ
あ
っ
た
。
わ
ず
か
に
ホ
ウ
判
決
が
、
瓦
解
に
瀕
し
て
い
た
A
L
A

そ
し
て
、

M
を
支
え
た
に
す
ぎ
な
い
。

w
・
c
-
デ
ュ
ラ
ン
も
、
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
、

一
(
U
O万
ド
ル
に
の
ぼ
る
未
納
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を
支
払

っ
て
、

05ω
冨
丘
2
4司
2
5
と
と
も
に
、

A
L
A
M
へ
復
帰
し
た
の
で
あ
る
。

も

の
率
で

九。
年

遡
及
し
て
支
払
え
ば
認
め
るー
と九
と O
lこ /¥

し年
た')以
。後

こ
の
よ
う
な
内
部
事
情
壱
反
映
し
て
、

A
L
A
M
は、

ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を

0
・
八
%
に
ひ
き
さ
げ
、
新
規
加
入

A
M
C
M
A
の
メ

Y
パ
l
は
、
同
り
。
旦
げ
て
H
O
件。
H

円
。
号
除
い
て
、

A
L
A
M
へ
加
入
し
た
。

一
九
一

O
年
二
月
の

A
L
A
M
加
入
会
社



は
七
九
社
と
い
わ
れ
る
の

川
何
何
百
2
2
0
〈
o
E
n
z
n
o
の
倒
産
は
、
電
気
自
動
車
の
制
高
と
い
う
白
動
車
発
達
史
の
帰
結
に
よ
る
。
倒
産
時
の
資
産
状
態
は
、
債
務
総
額
一
二
六

O
万
ド
ル
余
、
資

産
総
額
一
四

O
八
万
ド
ル
、
そ
の
内
一
一
五

O
万
ド
ル
位
は
特
許
権
の
帳
簿
資
産
で
あ
り
、
現
金
は
傑
か
に
一
万
二

0
0
0ド
ル
し
か
な
か
っ
た
。
唱
の
目
。
己

E
H

抽
守
巴
町
内
仙
沼

M
U
H∞印・

何
冊
え
ば
、
司
。
官
社
の

H

P

マ
キ
シ
ム
は
、

H

F

ク
ゾ
ツ
が
ホ
ウ
判
決
一
ぞ
報
ら
せ
に
き
た
と
き
、
可
あ
き
れ
て
も
の
が
い
え
な
か
っ
た
。
』
と
い
っ
て
い
る
。

ま
た
、

F

L

ス
ミ
ス
で
さ
え
も
、
『
あ
の
つ
ま
ら
な
い
1

肝
許
が
法
廷
で
認
め
ら
れ
よ
う
と
は
思
っ
て
も
い
い
な
か
っ
た
。
』
と
も

ιし
た
と
い
う
。

a
o
d
唱
・
目
。

同
色
。

-
m
H
W
N
P
H
J
N

の

昔

、

MU
回
昌
一
』
回
国
ω
P
E
R
-
U
3

判

司

-
p
o
g
H
E
F
"
E
F
M
M
N
H恥

さ
て
、
司

c
E
H
r
H
2
2
h
c
に
対
す
る

A
L
A
M
の
態
度
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
の
も
と
に
、
寛
大
な
も
の
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

他
の

A
M
C
M
A
メ

γ
ハ
!
と
同
様
に
加
入
壱
認
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
特
に
過
去
の
ロ
イ
ヤ
ル
ヲ
ィ

I
の
支
払
を
免
除
し
て
も
よ
い
と

め

い
う
条
件
を
つ
け
加
え
た
。

け
れ
と
も

H
・
ノ
ォ
l
ド
は
全
く
加
入
の
意
志
を
も
た
ず
、
か
え
っ
て
判
決
が
降
る
や
否
や
、
関
係
者
に
打
電
し
て
、
判
決
に
よ
っ
て

方
針
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
最
後
ま
で
戦
う
決
意
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
だ
が
、
他
の
反
面
に
お
い
て
は
さ
す
が
の

H
・
フ
ォ
ー
ド
も
六

カ
年
に
わ
た
る
闘
争
に
疲
れ
は
て
、

w
・

c
-
デ
ュ
ラ
ン
が
申
し
入
れ
た
町

o
E
冨

2
2
n。

っ
た
。
吋
れ
ど
も
こ
の
計
画
は
不
調
に
終
り
、
こ
こ
に

H
・
7

ォ
1
ド
は
最
後
の
抗
争
壱
展
開
し
た
。 の

買
収
計
画
に
耳
を
傾
け
た
こ
と
も
あ

川
何
】
回
'
同
似
町
、
匙
止
唱
旬
。
ゴ

t
∞
こ
の

A
L
A
M削
の
申
入
れ
に
対
し
て
、

H

フ
ォ
ー
ド
は
一
九

O
=一
年
ー
の
前
例
に
な
ら
っ
て
、
裁
判
費
用
の
弁
償
を
も
要
求
し

た
D

こ
の
要
求
を
A
L
A
M側
が
れ
許
し
た
も
」
と
に
よ
っ
て
、
フ
ォ
ー
ド
針
の
加
入
は
宍
訴
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、

H
a
フ
ォ
ー
ド
に
は
、

A
M
C
M
A
の
メ
ソ
パ
ー
が
、

フ
ォ
ー
ド
社
の
帰
趨
が
き
ま
る
ま
え
に
、
い
ち
早
く
A
L
A
M
A
加
入
し
た
ご
と
に
よ
る
不
満
も
あ
っ
た
と
い
う
。

M
W

司
自
『
m
m
w
E
E
F
S
止
唱
。

MHN

A
L
A
M対
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
会
社

第
九
十
四
巻

ノ、
九

第
一
号

〆、
九



A
L
A
M対
7

オ
[
ド
臼
動
車
会
紅

第
九
十
四
巻

ヒ。
第
一
号

七。

同

w
'
C
デ
ュ
ラ

γ
は
、
一
九
O
八
年
に
国
E
n
F
出
口
担
。
一
明
O
E
L
N
Z
四
社
の
合
同
を
計
両
し
、
申
入
れ
を
し
た
内
こ
れ
が
資
金
不
足
耐
突
玩
し
な
か
っ
た

あ
と
、
同
年
九
月
に
G

M
を
設
立
し
た
。
そ
し
て
一
九
O
九
年
秋
に
、
再
度
買
収
の
割
引
同
そ
っ
く
り
、
一

O
月
一
一
六
日
の
G

M
軍
役
会
の
承
認
を
え
た
。
け
れ
ど
も

司
o邑
足
。
E
円
口
。
が
要
求
し
た
入
O
O
H
H
ド
ル
が
訓
述
で
き
ず
、
こ
の
計
画
も
お
現
し
な
か
っ
た
主
。

-
U
N
F
同
国
同
古
畑
皇
、
、

HV
雪
・
参
照
)
。
な
お

詳
細
は
別
植
で
触
れ
た
に

九
一

O
年
二
月
、
い
よ
い
よ
最
後
の
局
面
が
展
開
さ
れ
た
。

A
L
A
M
が
再
び
『
自
動
車
購
入
者
の
保
護
の
た
め
に
』
と
題
し
た
公

告
を
新
聞
に
掲
載
し
、
非
A
L
A
M
業
者
の
自
動
車
購
入
が
不
法
で
あ
る
こ
と
を
警
告
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
フ
ォ
ー
ド
側
も
こ
れ
に
応

戦
し
た
。

A
L
A
M
側
は
、
さ
ら
に
戦
線
壱
拡
げ
て
、
四
月
一
四
日
、
非
加
盟
メ
ー
カ
ー
八
社
を
告
訴
、
つ
"
つ
い
て
五
社
、
そ
し
て
、
九

月
に
は
、
伊
、
英
、
仏
、
独
の
外
車
輸
入
商
を
も
告
発
し
た
。
こ
れ
ら
の
審
理
は
、
司
O
己
宮
。
吉
岡
円
。
の
審
理
と
腕
み
あ
わ
せ
て
お
こ

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(l~ 

唱

FOE-omp
ま
F

3
目。
J
M
H

H
S
E
出
旦
日
円
。

は
控
訴
院
に
お
け
る
勝
訴
を
確
保
す
べ
く
、
万
全
の
策
壱
と
り
、
弁
護
陣
も
強
化
し
て
審
理
に
臨
ん
だ
。

一
月
一
二
日
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
翌
一
九
一
一
年
一
月
九
日
つ
い
に
、
裁
判
長
W
・
c-
ノ
イ
ズ
ハ
当
巳
宮
吋

Q
Z
?と
E
r
足。

1
る
に
よ
っ
て
司

o
E
Z♀
2
円
。
勝
訴
の
判
決
が
く
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ノ
イ
ズ
判
事
に
よ
る
判
決
理
由
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
自
身
は
自
動
車
の
発
明
史
と
技
術
構
造
の
研
究

審
理
は
一
九
一

O
年

も
お
こ
な
い
、
か
つ
特
許
権
に
関
す
る
現
実
主
義
の
立
場
を
と
っ
た
。
そ
し
て
ガ
ソ
リ

γ
白
動
車
の
基
本
的
構
造
技
術
は
社
会
的
な
発
明

で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
公
共
の
利
用
に
こ
そ
供
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
そ
の
成
果
壱
実
現
す
る
た
め
の
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
企

業
は
、
誰
に

C
も
、
自
由
に
、
そ
の
門
戸
を
開
放
し
な
付
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
を
も
っ
た
。
判
決
の
円
子
は
左
の
ご
と
き
も
の
で

あ
る
。



特
許
権
に
つ
い
て
包
括
的
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、

一
し
の
特
許
権
は
不
当
な
も
の
で
あ
る
。

(
2
)
 
特
許
権
を
限
定
的
に
解
釈
し
、
合
法
的
な
も
の
と
み
る
な
ら
ば
、
被
告
は
特
許
権
を
侵
害
し
て
は
い
な
い
。

換
言
す
れ
ば
、
セ
ル
デ
Y
特
許
権
を
圧
縮
式
自
動
車
用
ガ
ソ
リ

γ
・エ

Y

ジ
γ
一
般
に
関
す
る
も
の
と
み
な
す
己
と
は
、
特
許
権
の
乱

用
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
壱
特
定
具
体
的
な
ガ
ソ
リ

y
・エ

Y
ク
γ
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
合
法
性
を
認
め
る
な
ら
ば
、
セ
ル
デ

γ
特
許
権
は
、
二
サ
イ
ク
ル
・
プ
レ
イ
ト
ン
式
ガ
ソ
リ

γ
・
エ
ソ
ジ

γ
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
フ
ォ

ー
ド
車
は
、
四
サ
イ
ク
ル
・
寸
A

ザ
ト
1
式
ガ
ソ
リ
ン
・
エ
ン
ジ

γ
を
使
用
し
て
い
る
か
ら
、
被
告
は
セ
ル
デ
ン
特
許
権
を
侵
害
し
た
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
判
決
は
、
両
エ

Y
ジ
Y
の
構
造
的
相
異
壱
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

(
セ
ル
デ
Y

の
エ

V
ジ
ソ
)

外
圧
式
。
二
サ
イ
ク
ル
・
エ

γ
ジ
γ
。
定
正
式
(
非
爆
υ
。
普
通
型
外
側
蒸
発
装
置
。
常
焔
点
火
式
。

(
被
告
の
エ
て
シ

y
)

可
動
シ
リ

y
タ
l
圧
縮
式
。
四
サ
イ
ク
ル
・
ェ

y
ジ
y
o
定
容
積
式
(
爆
発
)
。
キ
ャ
プ
レ
タ
1
装
置
。
適
時
電
気
点
火
式
。

こ
の
両
者
は
、
原
浬
的
に
も
構
造
的
に
も
異
質
の
も
の
だ
と
説
明
し
た
。

こ
の
ノ
イ
ズ
判
決
は
、
ま
さ
に
明
快
に
し
て
適
切
、

一
片
の
疑
念
す
ら
さ
し
は
さ
む
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
精
神

は
、
反
T

ラ
ス
ト
思
想
に
立
脚
し
、
公
正
競
争
の
防
衛
の
た
め
に
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
特
許
権
す
ら
適
用
領
域
の
制
限
を
う
け
る
こ

tu 

と
壱
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

U~ 

B 

ハ
ー
ヵ
弁
誠
土
は
、
ホ
ウ
判
決
は
破
棄
で
き
る
と
確
信
し
て
い
た
が
、
六
七
歳
の
高
齢
と
娘
の
死
亡
の
打
惜
し
と
か
ら
、
独
力
で
法
廷
闘
争
を
引
き
}
つ
け
る
の
に

A
L
A
M封
フ
オ
ド
自
動
車
会
社

第
九
十
四
巻

七

第
一
号

4ニ



A
L
A
M
対
フ
ォ
ー
ド
白
川
動
車
会
社

第
九
十
四
巻

{:; 

第

号

七

耐
え
き
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ュ
ュ

i
ヨ
l
グの

H
2
5
m
m
Zロ
の
の
出
G
E
ら
二
名
の
有
指
な
弁
護
士
を
推
薦
し
た
。

H

フ
ォ
ド
は
一
九
一

O
年
二
月
砂
ら

に
吾
嘱
し
た
。

B

パ

l
カ
は
六
カ
年
に
わ
た
る
精
力
的
な
努
力
に
疲
れ
、
第
三
梓
で
は
表
面
的
な
活
躍
は
し
な
か
っ
た
が
、
彼
の
第
一
審
で
の
申
立
書
は
第
~
一
審
で
は
き
わ
め
て

有
効
に
は
た
ら
い
た
。
唱
口
2
0
E
S
F
S
ミ
-
U
匂
自
国
J
戸

川

明

白

o
w
E
N
M
m
t
E

伺
口
。
S
E
〉
冨
。
。
耳
、
叶
V
O
K
F
E。
目
。
z
-
m
H
a
E可
F
〈邑

σ司
君
巴
E
円
〉
a
E
S
F
吋
宮
司
書
且
君
、
。
¥
弘
吉
司

2
3
』
吉
弘
虫
色
ミ
ヨ

N
a
h崎

、河室、翰墨
J
E
E
)
司
出
回
寺
沢
市
民
荷
訳
「
自
動
市
工
業
L

(

嘉
情
真
三
監
修
「
ア
メ
リ
カ
の
産
業
構
法
」
ウ
オ
ル
タ
l

ア
ダ
ム
ズ
編
、
昭
和
一
二
一
二
年
)

三
四
九
ペ
ー
ジ
参
照
。

ノ
イ
ス
判
決
に
よ
っ
て
、
事
態
は
急
変
し
た
o
A
L
A
M
は
つ
い
に
最
高
裁
判
所
へ
の
上
告
壱
断
念
し
、

H
-
フ
ォ
ー
ド
と
の
妥
協
を

策
し
た
υ

そ
し
て
一
月
一
一
一
日
に
は
、

H
-
フ
ォ
ー
ド
と

I
・
コ
ウ
ゼ

Y
ス
を

A
L
A
M
の
定
例
晩
餐
会
に
正
客
と
し
て
招
待
し
た
。

W
-
F
リ
ン
リ

1
フ
は
、
そ
の
時
の
情
景
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

「
喝
采
の
嵐
の
中
で
、
フ
ォ
ー
ド
と
コ
ウ
ゼ

γ
ス
は
、

月
二
一
目
、
ア
ス
タ
ー
(
旨
古
叫
)
ホ
テ
ル
に
、
正
客
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。

『
フ
ォ
ー
ド
ノ
』
、

「
フ
ォ
ー
ド
ノ
』
と
叫
ぶ
声
が
会
場
に

」
だ
ま
し
た

フ
ォ
ー
ド
は
い
ん
ぎ
ん
に
会
釈
し
た
が
、

一
言
も
こ
と
ば
を
発
し
な
か
っ
た

夜
会
服
の
か
し
こ
ま
っ
た
列
の
中
で
、

彼
一
人
は
普
段
着
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も

T
型
の
簡
素
さ
を
象
徴
す
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
フ
ナ

l
F
は
頑
固

ば
か
り
で
も
な
か
っ
た
u

と
い
う
の
は
t

A
・
リ

1
ヴ
ズ
が
陶
器
製
の
パ
イ
プ
で
煙
草
を
す
す
め
た
と
君
、
煙
草
嫌
い
で
あ
っ
た
彼
は
愛

想
よ
く
二
三
服
ふ
か
し
て
、

C
-
グ
リ
フ
ト

γ
そ
の
他
セ
ル
デ

Y
側
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
、
煙
草
を
わ
か
ち
あ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
こ
そ
、

彼
が

A
L
A
M
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
唯
一
の
譲
歩
で
あ
っ
わ
。
」
す
べ
て
は
ま
さ
に
、

一
九

O
O年
い
ら
い
の
セ
ル
デ

y
特
許
権
を
め

ぐ
る
事
件
の
幕
切
れ
と
、
新
し
く
ひ
ら
か
れ
よ
う
と
す
る
フ
ォ
ー
ド
時
代
の
前
奏
曲
に
ふ
さ
わ
し
い
情
景
で
あ
っ
た
。

川
阿
君

m
B
E
E
t
-
E主
b
u・同盟、
t切



む

す

び

一
九
一
一
年
一
月
の
判
決
に
よ
っ
て
セ
ル
デ

γ
特
許
事
件
は
終
止
符
を
う
っ
た
。

何
一
③
【
片
岡

R
4
0
F
H
n
w
円。

カ£

一
九
O
O年
七
月

に
ヨ
耳
目
冨
。

5
P司
E
明
。
円
。

を
告
訴
し
て
い
ら
い
、

一
一
年
振
り
に
落
着
し
た
わ
け
で
あ
る

Q

H
・
フ
ォ
ー
ド
、
問
。
円
白
冨
。
4
E
H
h
o

が
A
L
A
M
に
対
し
て
こ
こ
ろ
み
た
果
敢
な
抗
争
は
、
あ
た
か
も
、
鬼
(
独
占
)
に
た
ち
む
か

っ
た
勇
敢
な
小
人
の
戦
い
で
あ
っ
た
と
し
て
、

H
・
フ
ォ
ー
ド
の
名
声
を
た
か
め
た
。
だ
が
、

は
、
単
一
の
会
社
と
し
て
は
す
で
に
世
界
一
の
自
動
車
会
社
で
あ
り
、
T
型
の
大
量
生
産
機
構
を
着
々
と
建
設
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
同

社
は
A
L
A
M
よ
り
も
豊
か
で
あ
り
、
販
売
台
数
に
よ
る
市
場
占
拠
率
は
、

四
%
で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
九
↓
-
年
当
時
の
司

O
E
冨
O件
。
同
円
。

一
九
O
九
年
に
九
・
三
八
%
、

一
九
一
一
年
に
は
一
九

「
小
人
」
は
、
実
は
「
鬼
」
よ
り
も
大
き
か
っ
た
の
だ
。
し
か
も
鬼
の
「
金
棒
」
た
る
セ
ル
デ
Y
特
許
権
は
、

翌
一
九
一
二
年
一
一
月
四
日
を
も
っ
て
、

一
七
年
の
特
許
期
限
を
満
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
み
て
、
こ
の
事
件
は
、

ハ
イ
・
ス
ピ
ー
ド
で
疾
走
す
る
フ
ォ
ー
ド
車
の
車
輸
が
路
傍
の
石
こ
ろ
を
は
じ
き
と
ば

し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
H
・
フ
ォ
ー
ド
の
売
名
策
に
す
ぎ
な
い
と
の
見
方
も
な
り
た
ち
う
る
だ
ろ
ラ
。

け
れ
ど
も
、
一
時
は
、
会
社
の
売
却
す
ら
考
え
る
ま
で
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
H
・
フ
ォ
ー
ド
が
、
抗
争
の
手
壱
ゆ
る
め
ず
に
、
つ
い
に

勝
利
を
お
さ
め
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
工
業
発
展
史
の
う
え
で
、
大
き
な
意
義
を
み
と
め
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
事

件
を

H
・
フ
ォ
ー
ド
個
人
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
独
占
段
階
と
、
そ
の
中
に
息
吹
き
は
じ
め
た

自
動
車
工
業
と
い
う
一
後
進
産
業
部
門
の
発
展
と
の
交
互
影
響
関
係
を
問
題
と
す
る
と
き
、
見
の
が
し
え
な
い
意
義
が
あ
る
と
わ
た
く
し

は
考
え
る
。A

L
A
M対
ア
ォ

I
V
自
動
車
会
社

第
九
十
四
巻

七

第
一
号

じ



A
L
A
M対
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
全
社

第
九
十
四
巻

七
回

第
一
号

七
回

ω
ロ
〉
富
。
Q
『

O
U
S
E
L吾
-

N
∞「
M

宮
同
訳
本
三
四
九
、
三
五
二
ペ
ー
ジ
。
』
国
間
陶

O
L
E
F
司

H
E

右
に
な
が
め
た
事
件
に
関
し
で
、
わ
た
く
し
は
次
の
点
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
斜
陽
化
し
つ
つ
あ
っ
た
回
宮
町
宮
〈
?

EOHO
円
。
が
、
企
業
的
危
機
に
お
い
こ
ま
れ
た
時
期
に
、
あ
え
て
独
占
的
政
策
を
う
ち
だ
し
た
こ
と

Q

そ
し
て
司
法
的
勝
利
を
お
さ
め

な
が
ら
、
し
か
も
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
l
交
渉
を
め
ぐ
る
経
済
関
係
で
は
、
資
本
的
力
関
係
の
劣
勢
の
ゆ
え
に
、
徹
底
的
な
敗
北
を
喫
し
た
こ

と
u

さ
ら
に
こ
れ
壱
契
機
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
A
L
A
M
が
、
内
部
的
に
は
美
南
昇
の
安
定
的
発
展
を
志
向
し
つ
つ
も
、
反
面
に
は
、
ア
ウ

ト
サ
イ
ダ
ー
に
対
す
る
独
占
的
抑
圧
政
策
を
と
っ
た
こ
と
。
こ
れ
に
対
し
て
、
競
争
的
発
展
を
つ
ら
ぬ
こ
う
と
す
る
フ
ォ
ー
ド
・
グ
ル
l

プ
が
、
反
独
占
闘
争
寺
展
開
し
、

し
か
も
反
独
占
思
想
に
も
と
づ
い
た
司
法
判
決
に
よ
り
勝
利
を
え
た
こ
と
。

し
か
も

H
W
C
E

富
。
昨
日

円
。
は
、
競
争
的
発
展
を
と
お
し
て
A
L
A
M
を
圧
倒
す
る
経
済
力
を
そ
な
え
て
い
た
こ
と
。

こ
れ
ら
の
諸
点
を
と
お
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
的
独
占
的
政
策
を
実
行
す
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
資
本
が
、
独
占
的
政
策
を
積
極
的
に

う
ち
だ
し
た
こ
と
、
し
か
も
、

ωこ
の
事
態
が
競
争
的
政
策
の
反
撃
の
ま
え
に
崩
れ
さ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

約
言
す
れ
ば
、
こ
の
事
件
号
、
経
済
構
造
と
一
産
業
部
門
構
造
の
矛
盾
発
現
形
態
だ
と
み
る
。
そ
し
て
事
件
の
推
移
か
ら
、
独
占
資
本

主
義
段
階
に
お
い
て
、
競
争
構
造
を
も
っ
た
後
進
産
業
部
門
の
資
本
が
、
段
階
的
影
響
に
よ
っ
て
、

ωの
事
態
号
う
み
だ
し
、
そ
れ
で
も

な
お
、
競
争
構
造
の
発
展
法
則
が
つ
ら
白
か
れ
る
こ
と
号
、
仰
が
示
し
て
い
る
と
理
解
し
た
い
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
セ
ル
デ

γ
特
許
事
件
の
終
結
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
自
動
車
工
業
の
自
由
な
発
展
壱
阻
害
す
る
要
因
は
消
滅
し
た
。
そ
し

て
、
フ
ォ
ー
ド
と
G
・
M
の
飛
躍
的
発
展
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
競
争
構
造
の
拡
充
と
独
占
構
造
へ
の
推
転
過
程
が
、
つ
づ
く
一
九
一

O

年
代
に
、
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以

上


